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平成 16年度派遣前研修講座「日本の教育経験・協力経験の活用と隊員か直面する課題」の成果と課題

筑波大学教育開発国際協力研究センター (C阻SED)

磯田正美，小原豊

講座「日本の教育経験・協力経験の活用と隊員が直面する課題jは，昨年の講座「役立つ日本の授

業研究」に継続するものであり，筑波大学教育開発国際協力研究センターが推進する派遣現職教員

支援の一部として，大学の教育協力関係者，学校現場の協力関係者と文部科学省が共同して計画，

実施するものである。その目的は，日本の教育経験や協力経験，個別協力体験の紹介を通して，派

遣現職教員が現地でより一層活躍する上で生じうる課題とその解決に向けての準備意識を高め，派

遣隊員としての適格性を培うことにある。また，派遣現職教員が教育経験を現地に活かす上での課

題の明確化と同時に，その諜題解決やそこで得た経験や教訓を日本の教育現場に還元する具体的な

方法についての共通理解を図った。本講座は3つの研修所にて以下の通り行なわれた。

箇JOCV広尾研修センター

実施:平成 16年5月22日(土)13 : OO~ 17 : 00 

講師:磯田正美(筑波大学教育学系・助教授)，吉田稔(信州大学教育学部・教授)，小原豊(筑波大学

教育開発国際協力研究センター・産学官連携研究員)，浅香伸之(かほく市立字ノ剣、学校・教諭)， 

伊藤美保(横浜市立美し!が丘東小学校・教諭)，藤井由美保(松山市立石井小学校・教諭)

受講者:現職者 6名，非現職者 1名

園JOCV二本松訓練所

実施:平成 16年5月23日(日)13 : 00~17 : 0。
講師:議田正美(同上)，吉田稔(向上)，小原豊(同上九三野光雄(大阪府立成城士業高校・教諭)

亀山千景(茨城県立結城養護学校・教諭)，馬i度一成(小金井市立甫小学校・教諭)
受講者:現職者 19名，非現職者 2名

.JOCV駒ケ根訓練所

実施:平成 16年6月9日(水)15:10~17: 00 

講師.議回正美(向上)，小原豊(向上)，森保(岐阜県立岐阜工業高等学校・教諭)，牛山敏章(長

野県箕輪工業高等学校・教諭)，石川入重子(市原市立若葉中学校・教諭)

受講者:現職者 39名，非現職者 41名

研修は大きく 2つの部分に分けられる。第1部では，国際教育協力に携わる大学教員によるもの

であり，アフリカにおける技術協力プロジェクトからの教訓に基づく「各国の教育風土をふまえた

国際教育協力の在り方J.また途上国では複数の学年を一つに編成した学級が多いことをふまえた

「日本の教育経験としての複式学級での指導方法J，そして現地での教育活動支援のための web

上での情報活用法の紹介であるfeアーカイブによる日本の教育協力経験共有化の方法」を講じた。
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第2部は，帰国隊員(14年度 1次隊)を講師とするものであり，現地での活動計画の実際やそ

こから得られた具体的で活きた教訓を受講者と共有することを目指した。同講義では帰国隊員と派

遣隊員の聞で教育活動上の課題が共有され，日本の協力経験と任地に対応した新しく柔軟な発想が

融合し得るような形式で研修が進行した。第2部終了後，講師と帰国隊員，隊員候補生との懇談機

会を設けた。講師を務めた各帰国隊員は，各研修所の出身であり，自らの派遣前の姿に重ね合わせ

て親身に対応しており，懇談時間終了後も講師を中心に幾重にも協力の輸が出来る様子が伺えた。

結論としては，本講座は概ね好評であり，特に帰国隊員による「現地での教育活動とその課題」

の評価は高かった。またアンケート記述や直接の懇談機会からは自らの協力経験の共有と今後の活

用に対する強い肯定的結果が認められ，総じて，研修の更なる内容的充実への期待を確認した。

講習後行なったアンケートの選択式回答から，主として以下の諸点が認められた。

-使用見込みのメディアについては，回答した全隊員がパソコンでの e-ma辻の使用を希望して

おり，メーリングリストや電子掲示板 eアーカイブの利用につながる環境が期待できること 0

・9割近くの隊員がwebサイトや HPの閲覧経験をもつのに対して，それらを購買，作成する

経験は3割，自分のHPを持つ隊員や Net血eetingの経験者は l害jを切っており，隊員のより

積極的な情報発信に向けて別途指導が必要であること。

・派遣先で試みたい内容は，教材開発や教育評価，授業研究や指導法開発など多岐に渡っており，

同時に，派遣先での教育活動上の不安も，語学やカウンターパートとの関係，教科専門力や教 / 

材教具の確保など様々なものが伺えた。これらの派遣隊員の問題意識の幅の広きに対応する個

別対応型支援や参加組織型支援の充実が課題となること。

・約4割の隊員が，派遣先の情報や使えそうな教材の準備を進めており，個人的なつながりから

派遣先での問題を相談できる仲間の確保を図っているが，同時に8割近くの隊員が，隊員聞や

関係者間のネットワーク，相互支援体制の必要性を感じており，自らの経験の共有についても

多くの関係者と分かち合いたいという気持ちをもっていること。

またアンケートの自由意見記述からは，アンケート記述に研修の実施時期に対しての意見が多々みら

れた。その殆どは派遣前研修の平日実施を願うものであり，また，新年度が始まり一般隊員向けの派遣

前訓練が始まるまでの期間に派遣前研修を開催することが入所後の派遣前訓練の充実を図る上でも，ま

た時間の有効利用にも有意義であることを指摘していた。以下にその記述の l部を示す。

ハU
n4υ ー

第2部は，帰国隊員(14年度 1次隊)を講師とするものであり，現地での活動計画の実際やそ

こから得られた具体的で活きた教訓を受講者と共有することを目指した。同講義では帰国隊員と派

遣隊員の聞で教育活動上の課題が共有され，日本の協力経験と任地に対応した新しく柔軟な発想が

融合し得るような形式で研修が進行した。第2部終了後，講師と帰国隊員，隊員候補生との懇談機

会を設けた。講師を務めた各帰国隊員は，各研修所の出身であり，自らの派遣前の姿に重ね合わせ

て親身に対応しており，懇談時間終了後も講師を中心に幾重にも協力の輸が出来る様子が伺えた。

結論としては，本講座は概ね好評であり，特に帰国隊員による「現地での教育活動とその課題」

の評価は高かった。またアンケート記述や直接の懇談機会からは自らの協力経験の共有と今後の活

用に対する強い肯定的結果が認められ，総じて，研修の更なる内容的充実への期待を確認した。

講習後行なったアンケートの選択式回答から，主として以下の諸点が認められた。

-使用見込みのメディアについては，回答した全隊員がパソコンでの e-ma辻の使用を希望して

おり，メーリングリストや電子掲示板 eアーカイブの利用につながる環境が期待できること 0

・9割近くの隊員がwebサイトや HPの閲覧経験をもつのに対して，それらを購買，作成する

経験は3割，自分のHPを持つ隊員や Net血eetingの経験者は l害jを切っており，隊員のより

積極的な情報発信に向けて別途指導が必要であること。

・派遣先で試みたい内容は，教材開発や教育評価，授業研究や指導法開発など多岐に渡っており，

同時に，派遣先での教育活動上の不安も，語学やカウンターパートとの関係，教科専門力や教 / 

材教具の確保など様々なものが伺えた。これらの派遣隊員の問題意識の幅の広きに対応する個

別対応型支援や参加組織型支援の充実が課題となること。

・約4割の隊員が，派遣先の情報や使えそうな教材の準備を進めており，個人的なつながりから

派遣先での問題を相談できる仲間の確保を図っているが，同時に8割近くの隊員が，隊員聞や

関係者間のネットワーク，相互支援体制の必要性を感じており，自らの経験の共有についても

多くの関係者と分かち合いたいという気持ちをもっていること。

またアンケートの自由意見記述からは，アンケート記述に研修の実施時期に対しての意見が多々みら

れた。その殆どは派遣前研修の平日実施を願うものであり，また，新年度が始まり一般隊員向けの派遣

前訓練が始まるまでの期間に派遣前研修を開催することが入所後の派遣前訓練の充実を図る上でも，ま

た時間の有効利用にも有意義であることを指摘していた。以下にその記述の l部を示す。

ハU
n4υ ー



訓練所生活の日曜はリフレッシュの意味でも派遣に向けての準備という意味でも大変貴重でした。次

年度も実施される予定でしたら、新年度が始まり派遣前訓練に入るまでの期間にこのような派遣前研修

を企画できないものでしょうか。この時期の学校現場はこれからの一年間の計画などの会議がほとんど

で、直接協力隊として派遣予定の私たちにとって直接関係がないことが多しこの時期に出張として抜

けても何ら問題はありません。この時期に開催できたら皆、時間的にもより有意義に使えると思います。

このように，現職教員向けの研修を派遣前訓練前に計画することの意義が指摘されている。

今後，日本の協力経験やノウハウを派遣前に予め理解し，青年海外協力隊としての専門性を向上し，

開発途上国の協力要請により的確かつ体系的な対応をするアーカイブスの拡充と合わせて，これら

の課題にいっそう柔軟に対応する講座を中長期的な視野から継続的に実施していく必要がある。
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資料講座アンケート調査結果

以下，今後の派遣前研修の充実と隊員を支援する上での情報の 1つとして，設問とその結果を示す。

1.普段使っているコミュニケーション手段をお尋ねします。 oxで回答下さい。

以下のグラフは，各通信手段に関する回答を以下の4つに分類し，集計したものである。

(1)使ったことがあり，派遣先でも使いたい，(2)使ったことがあるが，派遣先で使うかどうか分らない，

(3)使ったことはないが，派遣先では使いたい， (4)使ったことはなく，派遣先で使うかどうか分らない
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自分のホームページをもっている
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2 .全体としてこの講座は噌派遣先での活動に役立つと思いますか?

派遣先での活動に

周0無回答・1.役立つと思うロ2ロ3・4・5役立つと思わないl
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「日本の教育経験としての授業研究と複式学級の指導方法」
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「日本と現地の教育経験の相互活用に関するプロジェクト」
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4 .派遣先で試みてみたいことは何ですか? 下のa- fにOをつけて下さい(複数可)

a. 日本と任国の比較 b.教材開発，

C. 教育評価(子どもの学習状況の評価や教育課程の評価など)， 

d 社会学的研究(子どもの学力や教師の指導力と社会の関係など)

e.歴史研究(任国の歴史，教育協力史など)f.指導法の開発 g.授業研究， h.その他

派遣先で試みてみたいこと

駒ヶ根.ー

。% 20% 40% 60% 80% 100% 

5派遣先での教育活動にあたり，現時点でどのような面に不安をお持ちですか(複数可)

a.語学 b. カウンターパートとの関係 C. 体調 d.社会・文化のずれ，

f.設備・施設， g.財政 h.子どもへの対応1.教科専門力 J.教材・教具の確保

k.情報の入手， 1.その他

現時点での不安

|圃a・bDcロd111 IIg・hロ1・j・kロ11

駒ヶ根
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6 .派遣先で教育活動を進めるにおいて司

(1)派遣先で教育活動を進める上での情報がありますか?

派遣先で教育活動を進める上での

|110無回答・1情報があるロ2 ロ3・4園5情報がない|

駒ヶ根

0% 10弛 2郎 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100国

(2)今までの経験から，派遣先で使えそうな教材などの準備がありますか?

派遣先で使えそうな教材などの

|圃0無回答・1準備があるロ2 ロ3・4圃且準備fJ't.品、|

駒ヶ根
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(3 )派遣先での問題を相談でき，支援してくれる仲間が日本にいますか?

派遣先での問題を相談でき、支援してくれる仲間が日本に

|B且無回答・1充分いるロ2ロ3・4圃丘全くいない|

駒ヶ根

0% 10唱 20% 30% 40% 50% 60見 70% 8倒 90% 100弛

(4 )派遣先での隊員聞や日本の関係者との間にネットワークを作りたいですか?

派遣先での隊員聞や日本の関係者との聞にネットワークを

|園口無回答・1作りたいロ2ロ3・4 圃5作りたくない|

駒ヶ根.ー
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(5)日本や派遣先での教育活動を相互支援する体制は必要だと思いますか?

日本や派遣先での教育活動を相互支援する体制は

|園O無回答・1.必要であるロ2 ロ3 ・4 ・5必要ではない|

駒ヶ根.一

6 

40% 50% 6日% 7開 80偽 9田 10師

( 6 )自分が派遣先で得た情報や教訓などは，多くの関係者と共有したいですか?

自分が派遣先で得た情報や教訓などは、事〈の関係者と

|圃O無回答・1共有したいロ2ロ3・4圃5共有した〈ない!

駒ヶ根.一

5 

0% 10覧 20% 30% 40偽 50% 60% 70覧
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平成 15年度派遣前研修

一役立つ日本の授業研究一

広尾研修センター

平成 15年 5月 31日 15:00-17:00 

次第

司会 筑波大学教育開発国際センタ一助教授 磁田正美

挨拶 文部科学省大臣官房国際課国際協力政策室調査官 問辺宏

講義 役立つ日本の授業研究

広島大学大学院国際協力研究科助手 馬場卓也

現職教員支援事業解説

議田正美

「役立つ日本の授業研究J実施アンケート

駒ヶ根研修センタ一

平成 15年 6月 14日 13:00・15:00

次第

司会 筑波大学教育開発国際センタ一助教授 議田正美

挨拶 文部科学省大臣官房国際課国際協力政策室専門官 佐藤浩

講義 1 r役立つ日本の授業研究」共通編

筑波大学教育開発国際センタ一助教授

講義 2 r役立つ日本の授業研究」初心者編

筑波大学教育学系助教授 清水静海

講義 3 r役立つ日本の授業研究」現職編

「役立つ日本の授業研究J実施アンケート
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平成 15年 6月 28日 15:00-17:00 
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講義 「役立つ日本の授業研究J

北海道教育大学教授 大久保和義

解説 「役立つ日本の授業研究J初心者編 磁田正美

『役立つ日本の授業研究」実施アンケート
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馬場卓也

(広島大学大学院国際協力研究科 助教授)
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青年海外協力隊特別講義

『役立つ日本の授業研究』

広島大学・文学院国際協力誠究科

馬場卓也

基礎教育における開発戦略目標
(JICA. 2002) 

{ダカール行動枠組みに益づき‘5つを限定》

・1.初等中等教育の拡充

・2.教育格差の是正

・3.青年および成人の学習ニーズの充足

・4.乳幼児のケアと就学前教育の鉱充

・5.教育マネジメントの改善

.一日目回一
，.宮町一一
.山一叩

，山由制岡山

.問問問一也幽均一

ヲ~，of_L_ 
…一一…一u四一
山由帽回一一

"一一一

明一

← 145 -

1.導入
園①あなたたちは何故、任固に派遣される
のか。

・②任固では教育の何が問題なのか。

・③その中で教師もしくは授業について何
が問題なのか.

・④今日の書イトルの授業研究について
知っていることを挙げよ.

2.授業ビデオの視聴と討議

・ケニアの鰻業と日本の授業

• rそれぞれの授業が、どのような特徴があ
るのだろうか?J

・授業について気付いたことをメモをとりな
がら、どのような点について授業を見れば

よいのかを考えよう.

回015 国本 来園 ドイツ
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園①あなたたちは何故、任固に派遣される
のか。

・②任固では教育の何が問題なのか。

・③その中で教師もしくは授業について何
が問題なのか.

・④今日の書イトルの授業研究について
知っていることを挙げよ.

2.授業ビデオの視聴と討議

・ケニアの鰻業と日本の授業

• rそれぞれの授業が、どのような特徴があ
るのだろうか?J

・授業について気付いたことをメモをとりな
がら、どのような点について授業を見れば

よいのかを考えよう.
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万人のための教育世界会議
現状の把握

• 11偉人以上の子どもが初等教育を隻附られないでいる.この中
巴は.少な〈とも臥陶0万人の女子が含まれる.
・ 9{l6000万人以上の成人ーその8分の2が女4生であるーが非議字
者であり.工業固と開発途上国を含む全ての固で.機能的非酸
字が次きな潤恩になヲている.
・ 世界の成人のS分の1以上が自らの生露骨の寅を高め.社会的.
文化的劃包を引き起とすとともに.それらの嚢化に遺障するの
に笹tl'Lち得る括字による鍋島や新しい篠笛.銭衡を橋周するこ
とが出来ないでいる.
・ 2偉人以上の子どもと続散の成人が基礎寂宵プログラムを齢7
するととが由来ないでいる.他にもさらに数百万人の人々 が規
定湿り低学しながらも、轟礎的な知院や健飽を習得することが
由来ないでいる.

19曲年代から198011990年代以降
年代

教育段階 |高等・技術敏育

教育協力のiセンー一方式
方式

教育協力の|カリキュラム開発

焦点

背景にある
考え

基礎教育

普及方式

教早蹄

人間開発

教育はそ由他面開
発田基礎

キャッチ・7ップ

トリヲル・ザウン

三つのカリキュラムの区別
・意図書れたカリキユラム(In岡d同国岡田10田)

学冒指噂要領‘教稗書

・実施されたカリキュラム(Jmpl岨阻.Ied皿rric叫盟国)

教師‘授業
・達成されたカリキュラム(A加担叫田町i叫四)

子ども.達成度評価

アフリカA国における基礎調査:

知っていることと待っていることの事鷲 害
)
⑧
⑧

各至〉

=I:J:~ヨ匿璽歪雪

....-------C Mff :::> 
て教科書 〉

'-C!韮〉

学
曹
指
導
贋
嗣

プロジェクトを実施するにあたって、教育現場特に授
業由実態を調べるために.1998年に、質問紙、インタビ
ュー.授業司参視を適して、基礎調査を行った.
教師怯インタビューの中で.授章を成功させる事訣と
して.数学的活動や生徒聞の意見交換をあげる一方、鰻

業がうま〈いかない理由として.生徒の消極的な態度を
筆頭に挙げていた.
それに対して参楓した12田侵華において.生笹に考
え方を述べさせたO.生徒澗で話し合わせたりして.消
極的な盤度を改善しようという献みを見ることは皆無で
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剖柑聴'副お毎羽田輔副

民耳，2.1..Dislt涌ullonofma館時阻ati曲

授業研究はどのようなものか?
・教師が、教育(授業}の質的向上を目的
として、日々の授業の中で研究を行う
こと

・授業研究は、教材研究と授業と授業検
討会から成り立っている.

・教師同士の研績の場、教師個人の思考
や技術の深まりと教師間のネットワー
クの広がり

参細賓の規律 主たる闘鑑書

1 学後肉で 公立学伎の後援・.筒

2 各区a菅・@道研府究県会.j昼前町村. 公立隼輔の敏郎自身

s 各区観での道研府究県会、各布町村. .宵霊員会.・官事種砺

4 日本金園 附属掌畿の寄書長敏鋪

5 各.遭府県.目窓会園 民間(学会.傘.冊

147ー

この需離は何が問題なのか?

-給料が低い?
・教師が副業にいそしんでいる?
・教科書がない?
・教材や器具がない?

-ケエYSMASSEの場合

教師のやる気、態度ゆ向上が望まれた.

①閑錨@同定.
喧腫..，齢置.
壇瞳..，裏B包
@援..，..値とそ@
鋤蝶@犀省.
直瞳需のl!I宥.
@再有された11..，
実鑑.
哩理備と反省.
@錨..，共有価M・r
....抽叫附随}

-協働、ネットワ-'.}

・職能成長

・校内研修

・教材研究、授業検討会

:!2j 

・教師文化、教室文化 など
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-何を議論すればよいのか

圃どのようにして組織化していけばよいのか

授業研究の阻害要因

・経済的理由

・教育文化的理由

・精神的理由

授業後に実施した生徒に対するアンケート調査(
対車者 37人}の結果の概要を下に示す.
「今日の授業は車しかったですかJに対し.
「はいj と害えたもの37人.
「いつもの授業と遣いましたかJに対L-.
「はい」と害えたも目白人.
fきょう申ような授章をもう一度したいですか
」に対し、
『はい」と事えたもの37人.

148 ~ 

1980年代半ばの協力隊の活動:

フィリピン・モデルとケニア・モデル

-自らの教授活動に専念し、干どもを直横倒に育
てる.その子たちが育って、教師になったり社会
を衰えて〈れたりすることを期待する.長期的.

・教師に働きかけて、教師を育てる事で、間綾的
だが、より書〈の子どもたちに影響を与える.中
期的.

-何を議論すればよいのか

圃どのようにして組織化していけばよいのか

授業研究の阻害要因

・経済的理由

・教育文化的理由

・精神的理由

授業後に実施した生徒に対するアンケート調査(
対車者 37人}の結果の概要を下に示す.
「今日の授業は車しかったですかJに対し.
「はいj と害えたもの37人.
「いつもの授業と遣いましたかJに対L-.
「はい」と害えたも目白人.
fきょう申ような授章をもう一度したいですか
」に対し、
『はい」と事えたもの37人.

148 ~ 

1980年代半ばの協力隊の活動:

フィリピン・モデルとケニア・モデル

-自らの教授活動に専念し、干どもを直横倒に育
てる.その子たちが育って、教師になったり社会
を衰えて〈れたりすることを期待する.長期的.

・教師に働きかけて、教師を育てる事で、間綾的
だが、より書〈の子どもたちに影響を与える.中
期的.



加

Z

…

i
1
s
 

・0糊
揺
場

-aaauF
“
諸
事
持
、

e
a
r
p
s元
記

mpsa鈴
ez

i
-
-
r
 

i
 

i
!
-
i
g
A
 

F
i
i
E
 

本
品
暴
言

ae

一

ヲ

i
i
i
i
F
I
F
g

iiAlei--

i
i
 
i
i
!
?合e
a
s
t

i
!
9
1
F
 

i
j
i
-
-

i
i
!
!・

叫

H
A
F
由

加

Z

…

i
1
s
 

・0糊
揺
場

-aaauF
“
諸
事
持
、

e
a
r
p
s元
記

mpsa鈴
ez

i
-
-
r
 

i
 

i
!
-
i
g
A
 

F
i
i
E
 

本
品
暴
言

ae

一

ヲ

i
i
i
i
F
I
F
g

iiAlei--

i
i
 
i
i
!
?合e
a
s
t

i
!
9
1
F
 

i
j
i
-
-

i
i
!
!・

叫

JkijJif 
LS込LJ113h 
tiy::31襲

!日
H
A
F
由



「授業研究J:発展途上国における教育協力の在り方として

~日本の教育支援の比較優位としての「授業研究」とプロジェクト例~

途上国の課題

2000年に開催されたダカール会議では、開発途上国といえども子どもが単に学校へ

行くことだけで満足するのではなくて、学校で何を学ぶのか-Quality Education for 

All-を重視している.各国における教育の目標や内容を示した学習指導要領には、か

なり類似した内容が見られ、子どもたちの主体的な学習を重視している.ところが、現

状を単純化していえば、開発桧上国の教室では「子供たちが自ら考えることなく、教師

に指示されるままに機械的に口や手を動かす」というタイプの教育が広がっている.こ

のような理想一学習指導要領ーと現実ー授業ーの黍離に対して、教室レベルでの変革が

必要である。

主iよ上
授業研究は、日本の教育風土の中に育ってきた「同僚教師とともに教材を研究し、授

業を実践し、それについて討論し、その結果を次の教材研究に活かすJという Plan-Do・See

の原理が組み込まれた授業改善の手法である.教師が主役であること、授業という場で

考え解決策を講じることなどが、その特徴である.但し、注意点が二つある.日々の授

業改善を目指すので、考える範囲が短くなる傾向にある.それに対し、長期的な視野を

持つ教育の本質に立ち戻る必要性が、その第一点である.次に、歴史的に見れば、授業

研究は長い時聞をかけて日本の教育風土に形成されてきた.すなわち、結果(制度)とし

て導入するというよりも、その過程に注目し、開発途上国の実情に合った展開を考える

必要がある.これが第二の点で、だからこそ表題に運動を付したのである.

授業の質を高めるには、例えば、新しい教材や教授法の開発、それに伴う研修、また子

どもの成績の出来不出来によって報奨金を出すなど、幾つかのアプローチが考えられる.

その中で、本稿で取り上げる授業研究というアプローチでは、授業を題材にしながら、教

師どうしが互いに批判・検討しながら少しずつ改善していくことを指している.この授業

研究について、次のような構成で説明する.まず授業研究の概絡を説明した.次に、現在

にいたるまでの歴史について振り返った.ともすれば表層的に捉えられる授業研究である

が、その歴史を振り返ることは、普及の過程で何が起こったのかを教えてくれる.次に、

現在授業研究に注目している米国の事例を取り上げ、「何故今授業研究なのか」について説

明した.先進国の事例だが客観的な視点でしかも教師教育の視点から授業研究を取り上げ

ており、参考になる.次に、以上を踏まえ、開発途上国へ応用していく上での具体的プロ

ジェクト例について論じた.なお特に断わらない限り、事例は算数科のものを取り上げた.
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1.授業研究って何?
授業研究は、教師が同僚とともに授業改善を図っていく方法である.後述するように、

教材研究、授業の実施、授業の反省という三つの段階からなっており、校内研修の一部と

して行われるものや学会が主催するものなどがある.それは日本の教育風土の中で育まれ

た文化的産物で、水や空気の如く、通常は存在すらあまり意識しない.ここでは、確認の

意味を込めて、授業研究について整理したい。

1・1r授業j という言葉と sつの基本要素

「授業Jという語は 1872年令制以降に、一般的に使われるようになった.また 1879年

教育令において、はじめて「授業Jr授業料」、 1881年教育令(改正)に「授業日数」、「授業

時間Jの文字が見られるようになった.つまり、江戸時代の「手習いJや「稽古」に対し

て、「授業Jは近代学校の産物である.明治以降、教

室内のすべての子どもにとって、決められた時聞に

始まり、決められた時間に終わるという、いわゆる

一斉授業の導入とともに、授業という概念が導入さ

れた。

その授業を構成する要素は何であろうか.教師、

子ども、黒板、白星、出席簿、教卓などが思い浮か

ぶかもしれない。黒板や白墨などは、無くても授業 |図 1 授業における三者の関係

を実施することが可能だし、教卓なども授業の中で

絶対必要というわけではない.つまりこれが欠けでは授業が成立しないという意味で最低

限の要素は、「子ども」と「教師」、さらに授業の中で取り扱う「教材j の3つである。

斎藤喜博によれば、この三者の緊張関係が良い授業の条件という。教師は単純に子ども

の要求に合わせて授業をするわけではなく、子どもが教材を自学自習して終わりではなく、

教師は教科書の内容を黒板に書き写しているわけではない.つまり良い授業では、教師は

予め検討した教材を提示し、子どもの状態を見極めながら、ヒントを出して、学習の目的

が果たせるように導いていく.

例えば、『問題から問題へJ(竹内、沢田;1984)では、「正方形の対角線は何本ありますかJ

というありふれた問題から、第一時ではこの問題を解くこと、第二時では発展的な問題を

つくること、第三時では作られた問題のうち有意義なものを数問解くこと、というふうに

展開する例が紹介されている.ここでは教師の予想を超えた問題が、子どもたちによって

作られるかもしれない.最初の問題を出すのも、子どもたちの作った問題を活かすのも、

教師の授業を構成するカにかかっている。それを斎藤は、緊張関係と呼んだ.
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1・2 授業研究って何?

日本では新任、ベテランを問わず、様々なレベルでの教員研修が実施されている.これ

らの研修には、カウンセリング、生活指導などの学校生活全般にわたるものや、教科での

新しい教材やその考え方についての研修などが含まれる.ところが、崇高な教育目標やす

ばらしい教材も、具体的な教育の場である授業に展開されないなら、その研修は余り意味

をなさない。つまり授業研究は、これらの理想としてのカリキュラムと、現実としての授

業とを橋渡しする手法として、日本の学校で盛んに行われている.

授業研究は簡単に言えば、授業を対象とした研究である.それは、色々な特徴を持つが、

誰が、何を目的として、研究するのかということに注目すれば、自ずとその性格が浮かび

上がってくる.つまり塾盟主、教育(授業}の質的向上を目的として、日々の授業の中で研

究を行うことが授業研究の最大の特徴である.しかしこれだけならば、取り立てて論じる

ことは無いのかもしれない.そこでもう少し授業研究の内実を知るために、(I)授業研究が

どのような段階を踏んで行われるのか、 (2)その果たす役割は何なのか、 (3)授業を改善

するためにどのような視点からみているのか、 (4)どのような種類のものがあるのか、に

ついて述べたい.

(1)授業研究の過程

授業研究は、教材研究と授業と授業検討会から成り立っている.

研究授業では、予め十分に検討された授業案に基づき授業が行われる.その授業を参観

する形で.多くの教師、時には指導主事や大学教官も参加する.大きな公開研究会には、

数十名が一つの授業を見学することもあり、教師の一挙手一投足に注目する。

図 2 授業の様子

教材研究:PLAN 

①、②⑤

止
授業の実施:DO 

③⑥  

土
|授業検討会:SEE 

④⑦|  

Il ④ 

図 3 授業研究の過程と機能

その後若干の休憩をはさんで、授業に関する意見交換会が持たれる.これは授業検討会

と呼ばれるが、最初に授業者が授業での意図したところを述べる.次いで、参加者各人が、

授業の目的や自分の教育経験に照らして、授業の中での子どもたちの学習活動、教師の役
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割、他の教授方法などについて、様々な意見や質問を繰り広げる.これら一連の流れは、

もう少し詳細に次のように定式化することができる.

①問題の同定、②授業の計画、③授業の実施、④授業の評価とその効果の反省、⑤授業

の再考、⑥再考された授業の実施、⑦評価と反省、⑧結果の共有(Stigler&Hiebert，1999) 

図 3の中にこれらの番号を付した.①から④までは第一段階をあらわし、④で評価をし

て、その結果を⑤から⑦までの第二段階に活かし、授業を洗練していく.必要に応じてこ

れを再度繰り返すのが、授業研究の過程である.

(2)授業研究の機能 T 

近代教育と共に導入されてきた授業にたいして、まず日々の授業をどのように教えたら

良いのか、という教授法への関心が教師の聞で強かった.特に明治の初期、今日から見て

もかなり米国の先進的な教授法が紹介されたために、旧来の仕方になじんだ寺子屋の教師

(師匠)たちは苦労したことであろう。そのために教授法に注目した授業研究的な試みは、

かなり早期より見られたようである.つまり、東京高等師範学校→各県の師範学校→一般

の学校という経路で、先進的な教授法を伝達していった.

それに対して、今目的な授業研究は、伝達よりも教師同土の研鏡の場としての機能が強

い。この機能が、授業研究が国際的に注目されている理由である.授業という状況に依存

する場面で研究を行うことは容易ではないが、授業研究では教師個人の思考や技術の深ま

りと教師聞のネットワークの広がりを視野に入れており、その中で教師の相互研績が制度

化されていく。

(3)授業研究において授業改善のための視点

さて上のような過程を経て実施される授業研究であるが、そこでは授業研究の目的をど

のあたりに置くのかが重要である.そして、その目的に応じて予め十分に教材を練ってお

かないと、表面的な授業研究に終わってしまう.

《授業は、教材を媒介とした教師と児童生徒の相互作用で成り立ち、その現象は複雑

なものである.そこで、授業を分析・診断するためには、「何に目をつけて」、「どのよ

うに見ていくのか」が重要となる.研究の目的に応じた分析・診断の視点を定める必要

がある.))(全国教育研究所連盟，p.42)

さらに、全国教育研究所連盟によれば、教師の指導力は「子どもを見抜くカJ、「教材を

解釈するカ」、「授業を構築するカJから分析できる。はじめの 2つは、日本の授業案に見

られる子ども観、教材観と関係しており、最後のカはそれらを授業の中で実現していくカ

を示している.このような観点より、授業検討会では各人による様々な意見が出される.
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(4)授業研究の種類

授業研究には、様々な規模や形態のものが存在する.一般には特定の研究テーマを設定

して、校内研修の一環として行われたり、同好の土が集まって互いの授業を見学、批判し

あったりだが、その他にも教職員組合や学会が主催する授業研究会なども存在する.参加

者の規模と開催者によって、授業研究には次の各種が存在する(表 1参照).また、授業研

究ではないが、授業参観、教育実習生による授業、新任研修の一環としての授業など、授

業に関する公開行事や研修は事欠かない.これらのことは、授業を公開することへの日本

の教師の心理的な障壁を、低くする乙とに役立っているのだろう.

表 1 日本における授業研究会のスタイル{池田他，2002，p.28)

参加者の規模 主たる開催者

1 学校内で 公立学校の校長・教師

2 各都道府県、各市町村、 公立学校の教師自身

区での研究会

3 各都道府県、各市町村、 教育委員会、教育事務所

区での研究会

4 日本全国 附属学校の校長・教師

5 J各都道府県、日本全国 民間(学会、企業等)

1・3 教材研究が授業研究の質を高める

授業研究の中で行われる授業は、教材研究に時間をかけて念入りに準備される.学習指

導要領や教科書などの意図されたカリキュラムを、授業という実施されたカリキュラムに

変換していく作業が、この教材研究である。それは、教材の発掘、選択から始まり、教材

の本質を見極め、さらに子どもの実態に即して授業の構想を練り、それを授業案に結実さ

せる、という一連の活動を指す。先ほど述べた授業研究の過程のうち、授業を実施する前

後、つまり第一段階の授業前(①、②)、授業後(④)と、第二段階の授業前(⑤)、授業後(⑦)

の活動を指す。

固による基準 教科書会社:幾つかのバリエーション 授業:無限の広がり
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(4)授業研究の種類
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さて、教材研究は意図されたカリキュラムを実施されたカリキュラムに変換すると表現

したが、この両者の特徴を見て行きたい固まず前者について、日本では国レベルで学習指

導要領という教育ガイドラインが規定されている。教科書には検定制度があり、ここから

逸脱することは許されない(注 1)，この与えられた条件に対して、いかにして授業を構成

していくかが教師に与えられた仕事である.それについては、両極端の立場が存在する。

一つ目は、教材研究において、教科書を如何に効率的に教えるのかを追求する立場である.

しかし、経験と力量を兼ね備えた教師は、教科書を越えて教材の可能性を追求する.これ

が 2つ目の立場である.この立場では、学習指導要領は基本線であり、それをいかに深く

読みこなし展開するのかが、重要である.図 4に示すように、一方が固定されており、他

方は自由度が高く、教師はこの両者の閑で精一杯に力を発揮していく。この自由度の活用

を促進し、より質の高い授業を求めるのが、授業研究と言い直すことができる。

これまで見てきたように、教材研究は授業研究の一環として行われる.他方、教材研究

では、授業で試すことを通して教材の意味を確かめ、不具合を修正する.このように捉え

るとき、教材研究は授業研究の一部であると同時に、授業研究を適して教材の質を高めて

いく営みともいえる.つまり、授業研究と教材研究がうまくかみ合ってこそ、良い授業研

究が成立するのである.

まとめ

・授業は三つの要素からなり、質の高い授業はこの三者が緊張関係にある.

・質の高い授業および授業研究は、質の高い教材研究と表裏をなしている.

・授業研究では、質の高い授業の実現すべく、教師が共同で学んでいる.

2.授業研究の歴史
さて、授業研究に対してそれなりのイメージを持つことが出来ただろう.ところで、こ

のような授業研究はいつ頃から行われるようになってきたのであろうか.本章では授業研

究の歴史的側商を見ていきたい.それは次の二つの理由による.授業研究自身をよりよく

理解することと、授業研究を国際協力に応用する意味を理解するということである.現在

のように授業研究が、一般的に行われるようになるのは、 1960年代の民間カリキュラム開

発運動以降のことである.しかしそれは突如として始まったわけではなく、日本の教育界

が明治以来の近代教育を受容する過程の中で、様々な努力を重ねて、現在の形になってい

ったと捉えるべきであろう.

ここでは、大きく三期に分けて表にまとめ、その過程を見ていく.明治期は、従来の寺

子屋式の教授法に対して、国家として西洋的近代教育を組織的に取り入れ、普及する必要

があった.そのために、高等師範学校→師範学校→学校という情報伝達の制度が整えられ

ていった.大正~昭和初期にかけては、世界的な新しい教育思潮を受けて、様々な取り組

みがなされた.特に成城小学校などの私立小学校、明石付属などの付属小学校の取り組み
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が顕著であった.戦争期に入るとこれらの運動は下火になっていった.戦後の復興ととも

に、教育における民間運動が盛んになっていった.また 1960年ころより、良い授業の共

通の性質を確かめようと、教育の科学化が推進された.しかし、教育・授業の多面性が指摘

されて、現在では教育・授業の視点も多岐に渡っている。

表 2授業研究の展開史(著者作成)

時期 特徴 出来事

明治期 近代教育普及への国家的取り組み -旧来の寺子屋教師を近代学校教師に。

-近代的な教育理論の輸入 -一斉授業(図 5、6).

-知識および教授法の普及のため -東京に師範学校設立(1872)・

の制度作り -若林虎三郎、白井毅 r改正教授術J(1882) 

米国流開発主義、実物を用いた教授

-ドイツ式五段階教授法

大E期 学校教師による新教育運動の模索 -成城学園による取り組み. (囲み1)

-新教育を実施する私立学校や附属 -明石附属小学校主事・及川平治による分

学校. 団式学習。班活動の先駆.

戦争期 戦争による運動の後退

戦後期 民間教育運動の展開 d学習指導要領一般編(試案)J(1947)公布.

学校、子ども、地域の特性を重視.

-民主主義教育研究会、歴史教育者協議会、

コアカリキュラム連盟などの民間教育研

究団体の設立。数学教育協議会の設立

(1951、生活単元学習の批判)。

-佐波郡島村小学校(校長、斎藤喜博)の実

践. (囲み 2)

教育の科学化の試み -優れた授業の一般的な性質を捉えようと

する研究。(例:木原健太郎(1958)r教育過

程の分析と診断』、砂沢喜代次編(1959)

『学習過程の実践的研究J) 

.1960年代後半、米国にて「ティーチャー・

ブルーフJ.

-教育センタ一、教育工学センターの設立.

-プログラム学習.
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教育の多面的な把握 • 1974年、 B本で開催された文部省(当時)

とOECDの共催によるカリキュラム開発

に関する国際セミナ一、 Atkin、羅生門的

アプローチ.

"哨時..~描

図 5 寺子屋の情景(石JII，1998)

囲み 1 成城学園

j宰柳政太郎が学園長を勤めた私

立学校「成城学闘J(1917年設立)

は、大正新教育運動の中心をなし

た.r個性尊重の教育」などの目標

を掲げ、先進的な取り組み一読書

科の導入、教育における自然の重

視、子どもの計画に基づく学習な

どーを実施した.形式化していた

授業批評会に対して、自由な事例

研究を提示した。 1920年には、同

校職員及び賛同者を会員とする

「教育問題研究会」を組織し、出

版物を通じて、その他多くの公立、

私立学校の教師たちに影響を及ぼ

していった.

図6 明治期小学校での授業

(大阪教育大学附属図書館:1997)

囲み 2 島小学校

斎藤喜博は、地方のー小学校の校

長として、学校・授業作りを島小の

実践として公開し、その後の授業研

究に影響を与えた.r授業」を学校

の中核に据え、教師、保護者、学者・

文化人と協力して学校・授業を創造

するという実践であり、思想であっ

た.

《人聞が豊かになるためには、明確

になった科学の法則なり方法を、授

業という生身の集団のぶつかり合

いの中で、生きたものにしていく、

そういう作業の中で教師や子ども

が豊かになっていくことが必要で

ある.))(斎藤，1970，p.17)
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8.授業研究が何故注目されるのか:The Teachina-Gan (Stil!ler..T.W. & 
Hiebert..T.:1999)の視点から
以上、授業研究の概要とその歴史をみてきた.本章では、この授業研究がなぜ注目され

るのかについて考察したい。先進国、開発途上国を関わず、教育の質の向上を望まない国

はなく、既にそのために多大な努力がなされてきた.特に数学教育カリキュラム開発とし

て、 SMP(School Mathe皿aticsProject)や SMSG(SchoolMathematics Study Group)など

多くの取り組がなされてきたし、現在もされている.しかし、授業研究はこれらとは異な

った角度一授業ーより、教育の質的向上の課題に取り組んでいる.本稿の目的は、開発途

上国に授業研究を応用する上での示唆を得ることであるが、第三者の視点から客観的に見

ていく必要があるだろう。そこで近年授業研究が盛んに行われている米国の視点が有益で

ある.

3-1 米・狙・日における授業の型は、教師の持つ信念によって生み出されている

ここでは TIMSS(第三回国際数学・理科教育達成度調査)の一環として実施された授業

ビデオの分析を見ていきたい.Stigler&Hiebert(1999)は、分析の結果として次表を得た。

表 3 授業における型 (Stigler&Hiebert，1999より著者作成}

国名 日本 米国 ドイツ

授業の特 「構造的な問題解決J 「用語の学習と解法の練 「進んだ解法の導出』

徴(標語) 習J

授業の型 前時の復習 前時の復習 前教材の復習

(段階) 問題の提示 解法の提示 話題もしくは問題の提示

|生徒の個人またはグル|匪劃 |問題解決法の導出|

トプ学習| 正誤のチェックと宿題提 練習

|解法の討議| 耳て

主要点の注目、要約

ここで第二段目のセルは、各国における数学授業の特徴を標語的に表したもので、その

下が.授業展開を示している.展開の初めに来るのは、全ての園で「前教材(前時)の復習」

と共通であるが、それ以降の展開はかなり異なる.枠囲いで授業の重要部分を示すように、

米国では早々と解法を提示し練習に移っているのに対し、ドイツでその解法の導出に時間

をかけて取り組んでおり、日本では解法が出た後の討議が重要である.要するに、それぞ

れの国で取り組んでいることの差が、この表に集約されている.

ところで日本はさておき、米国のように多種多様であると思える国で、授業の型がこの

ように表現できるということは、一体何を意味しているのであろうか.この点について、

再び Stigler&Hiebert(1999)を参照したい。彼らは授業が文化であると、表現する.
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《教育はその他の文化的活動と同様に、長期にわたって参加することを通して、自然に

学ぶものである.それは正式に勉強するというよりも、文化の中で育つことを通して、

学ぶものである.…文化の中にいる人々は、教育がどのようなものであるのかという心

的な像を共有するにいたるのである。))(p.86) 

つまり教師も、教職につく前に、生徒として 14年から 16年の教育を受けている.小学校

に入学して以来高等学校を卒業するまでの問、ほぼ毎日、類似した型の授業が繰り返され

るのである。例えば算数・数学に限っても、その回数は千回をくだらず、その過程で、授

業がいかなるものかという像を、無意識にしかし確実に自分の中に築くだろう.通常、授

業が文化的な行為であることは余り意識されないが、例えば次のような比較によって、明

確にすることができる.

表4 日米における教授学習における文化的な信念(Stigler&HiebertU999，pp.88・95)をも

とに著者作成)

米国人教師の考えの特徴 日本人教師の考えの特徴

数学の性質 61%の米国の教師は生徒に技能を身 日本の教師の 71%は、子どもが新し

につけてもらいたい い考え方を身につけることを期待し

ている

学習の性質 米国の教師は、困惑や苛立ちは避け 日本の教師は困惑や苛立ちを学習過

るべきもので、できるだけ最小限に 程につきもののものと理解し、失敗

抑えたいと思う を犯しながら理解を深めていくと考

えている

教師の役割 米国の教師は、授業を多数の子ども 日本の教師は、異なる考え方の聞の

が理解しうるような部分に分解し 関係を示すことが自分たちの役割と

て、練習問題を出すことを自らの役 考えている

割と考えている

生徒の個人 米国の教師は、生徒の個人差を効果 日本の教師は、それは集団が持つ自

差 的な学習にとっての障害であると捉 然な性質であると捉える.したがっ

える て日本の教師は、授業の中でこの差

異を積極的に活かそうと考える

3.2 教室の改善への日本的アプローチ:教師の信念に変容を起こす

さて、「授業研究が何故、米国で注目されるのか」について考えよう.幾つかの理由の中

で、授業研究がこれまで行われてきたカリキュラム・教材開発とは異なる角度、つまり授

業の視点より、教育の質的向上の課題に取り組んでいることが重要である.このことを少

し詳細に見て行きたい.

1960・70年代はニュー・マスマテイクス運動以来、教育の改革・改善の声があがるにつ
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れて、数多くのカリキュラムが創造されてきた.しかしこのような米局の状況に対して、

Stigler&Hiebertは、

《政策立案者はプログラムを採用し、生徒の成績が上がるかどうかを見守る.もし成

績が向上しなければーそしてしばしばこのような結果になるのだが、特に短期間では

ー彼らは政策が機能していないという不満を聞くようになる.運動が起こり、専門家

が会合を開き、すぐに新しい案が出され、そしてしばしば全く反対方向の変化がもた

らされる.興味あることに、元のプログラムが教室で実施されたのかどうかーもしく

は、実施されたとして生徒の学習の促進にどのように効果的であったのかーについて

のデータを収集すること無しに、この全体の過程が繰り返される))(P.S) 

と分析する.つまり、米国では多数の教育改革が行われてきたにもかかわらず、その実施

における基本的な問題「教室の中でカリキュラムが実施されたのかどうかJが省みられて

いないことを示している.日本の授業研究が注目されるのは、まさにこの点に取り組む方

法を提供するからである。

また、 Stigler&Hiebertは改革と改善の違いを、改革は急で、根本的な変化を指してい

るのに対して、改善は漸進的で、微小な変化を指す、と説明している。もし、教えること

が教師の信念に根ざす文化的な行為ならば、その質的向上のためには、根本的な変化が求

められ、それは一時に出来るものではない。この点からも、授業研究はまさに時間をかけ

た、漸進的な「改善」アプローチを具体化している.

授業研究では、 1つの授業を教育関係者(同僚教師、指導主事、大学教官など)が見て、

まさに同じ土俵で意見を交わし、教材について、子どもの学習について、授業構成につい

ての見識を深めていく.ここでの研究は、必ずしも学会発表する研究を指すのではなく、

教師たちが互いに学び、授業を通して具体的な教育課題を解決していこうという方向性を

持つ.表 4にある日本人教師の教授・学習における考え方の特徴は、過去 100年ほど授業

研究を通して形成されてきた結果なのである.

このことは、開発途上国の教育改善に興味を持つ私たちにとって、基本的だが重要なこ

とを示唆する.つまり私たちの関心を、カリキュラムの作成からカリキュラムの実施にシ

フトすることを求めている.しかしここで見てきたように、授業が固によって異なる傾向

を有していること、その差異が彼らの価値観や行動に基づいているということは、教育に

おける協力活動の難しさと、信念や態度に辛抱強〈働きかけることの重要性を示している.

まとめ

授業研究は、教室レベルでの改善に具体的モデルを提供する。

その特徴:

①カリキュラムを授業に翻案する中で、実践的、漸進的な改善.

②教師が自らの能力と自信の形成を行う.

③授業を教えることを通して、教師が協同で学習する.
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4.授業研究の成果

授業研究の形式化と普及

第二章では近代教育普及の中で授業研究が展開する様子を見て来たが、いくつかの段階

を経て、授業研究は広く普及するようになった.その結果、授業研究は現在多くの教師に

とって身近な存在となっている。このことは次に挙げることからも知ることが出来る.

まず、機会の充実.授業研究の種類として上げたように、様々な授業研究会が、各種の

団体によって実施されている.新米教師もこのような授業研究会に参加することで、ベテ

ラン教師による授業がどのように行われているのかを知ることができるし、授業のどの点

に注目して改めていけば良いの均を具体的に知ることができる。次に認知度の高まりであ

る.機会の充実とも関連して、学校、教育委員会、大学、学会、教職員団体などによって

多くの授業研究会が開催されていることから、その認知度の高さを推し測ることが出来る.

最後に、書籍・資料の充実を上げることが出来る o r授業研究」と直接題している本、いな

い本を含めて、授業関連の本が書底の教育関連コーナーでは数多く並んでいる.

囲み3 アフリカA国における基礎調査:知っていることと行っていることの黍雌

プロジェクトを実施するにあたって、教育現場特に授業の実態を調べるために、第1年

目の1998年に、質問紙、インタビュー、授業の参観を通して、基礎調査を行った.筆者

が参加した調査の内訳は、表の通りである.

基礎調査の内訳

調査方法 調査対象 調査数

質問紙 4校、 14クラス 280枚

校長 1名

中学校数学教師 18名

インタビュー 小学校教師 4名

保護者 11名

生徒 7クラス

授業見学 5校 11クラス

教師はインタビューの中で、授業を成功させる秘訣として、数学的活動や生徒聞の意

見交換をあげる一方、授業がうまくいかない理由として、生徒の消極的な態度を筆頭に

挙げていた.しかし参観した 12の授業において、生徒に考え方を述べさせたり、生徒

問で話し合わせたりして、消極的な態度を改善しようという試みを見ることは皆無であ

った.
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教育運動と教師による自信の形成

ここで重要なのは、授業研究の主役は教師ということである。上述の授業関連書籍の大

半は、現場の教師によって著されている.このことは戦後の民間教育運動と関連している

のかもしれない.いずれにせよ、日本の教師が授業をする中で、自らの授業を見るカなら

びに構成していく力を磨くと共に、自信を構築してきたことの意義は大きい.

新しい教授内容・方法の開発

また、授業研究と教科教育学(注 2)研究が融合する形で、現場の指導的な教師と大学教

官との共同作業で、様々な取り組みがなされてきた.例えば、 1970年代に始まり 20年近

く継続されたオープンエンドヌブローチは、その後「問題から問題へ」と発展継承されて

いき、現在注目されている日本式の問題解決学習の型を形成してきた。このように実践と

理論が出会うことによって、新しい教授内容・方法が生み出されていったことも、授業研

究が日常的に行われる日本ならではのことであろう.

5.教割11考えられる応用例l留意点

留意点

最後に、授業研究を教育協力に応用することについて論じたい。第三章で見てきたよう

に、米国では、現在日本の授業研究に注目し、実践している.その動向を先導する一人で

ある吉田(2001)は、これが米国に根付くのかどうかは難しいとし、幾つかの問題点(注 3)

をあげている.その背景には日米の文化的な差異が存在するので、授業研究の応用にあた

ってはじっくりと取り組む必要があることを、吉田は指摘している.つまり、すばらしい

と思える知識や技術も右から左へ移転するだけではすまないし、国際協力においてもこの

ことは重要である。

にもかかわらず、開発途上国の教育改善において、授業研究に魅力があるのは、従来の

カリキュラム開発のように、意図されたレベルに留まらないからである.囲み 3に見るよ

うに、当該国の教師たちは、多くの場合、何が良い教育なのかを知っているが行わない、

もしくは行えないという状況にある.授業研究は、この状況に対して、解決の糸口を提供

してくれる可能性を持つ。

それではこの可能性をどのようにして実現していけば良いだろうか。授業が文化である

ように、授業研究も日本の教育文化である.この文化を、相手国の中に根付かせていく上

での、留意点について考察する.

建設的な批判ができる雰囲気を作る

第ーに、授業研究では、様々な立場、考えの人が一緒になって討論するので、他者の仕

事を尊重し、評価する態度をもち、建設的な批判が言い合えるように、参加者の聞で一定

の了解が必要である。ところが開発途上国で多くの場合、校長、学科主任、視学官(Inspector

の訳で、日本の指導主事にあたる)たちは、そのような文化に慣れておらず、一方向的な

言い方しか出来ない。そこで、先輩や上司といえども、同じ立場に立ち、他の教師のほめ
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方や建設的な意見の言い方を考え、参加者全員で学びあう雰囲気を作っていくことが重要

である.

スタンドアロンから発展的ネットワークへ

第二に、日本で授業研究に参加する教師は、情報を交換し合うネットワークを形成する.

開発途上国においてはこのようなネットワークは存在しない場合が多い.向じ学校の中で

すら、どのような教え方が良いのかと相談できないこともある.そこでは授業研究のネッ

トワーク作っていく上で、情報を共有し合い、少しずつ広がりを見せていくことが重要で

ある。そのためには、日本人専門家が媒介となって、相手国の教師と教師の関係作りを促

進する働きが求められるであろ雪.そして、教育協力活動においてネットワーク作りの重

要性を明確に位置付けることが重要となる.

独自の授業研究文化の形成

最後に、授業研究の持続性を高めるには、もちろん強いリーダーシップや若干の経済的

な支援も必要であるが、加えてカリキュラムを授業に変換していく上での質の高い学びが

必要である.またこの学びや授業研究が継続することで、その固に適した授業研究文化が

形成されてくるだろう。つまり冒頭で述べた教室レベルでの変革に対して、一つの答えが

ここにあると言えるだろう.

具体的事例 1 ケニア園 SMASSEプロジェクトにおける教材開発を通した国際協力

国際教育協力の展開史 問題の所在)

1960年前後、世界各地にて教育計画の作成支援がユネスコによって実施されたのが国際

教育協力の始まりである.そこでは教育の普及が高らかにうたわれ、強立後間もない開発

途上国において、初等教育を普及していくことがターゲットとされた.しかしその後の国

際協力では、むしろ高等教育や技術教育の拠点作りに力点が置かれてきた.その背景には、

一方で初等教育、中等教育はその国の根幹をなし、他国が関わるべきではないという考え、

他方で高等教育や技術教育の拠点を作ることで技術力が高まって経済力も向上し、ひいて

は一般人にそのj恩恵が広まっていくという考え(トリクル・ダウン仮説)があったからであ

る。

ところが多くの国はシナリオ通りの展開を見せなかった.1980年代に入って世界銀行の

掛け声でで、自由市場化を求める構造調護政策が導入されたが、暫くして貧困惑化などの

問題が指摘された.その中で、初等・中等教育が、従来とは違う形で注目を浴びてきた。

つまり技術や経済の発展を支える条件を、そして人間らしい生活の質を保証する条件を、

その充実に求めるようになってきた。 1990年タイ、ジョムティエンで「万人のための世界

教育宣言 (EFA)Jが採択されたのは、そのような時代である.EFA以降の国際教育協力

の特徴は、次の三つ、①高等・技術教育から基礎教育へ、②量から質へ、③ハード面から
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ソフト面へ、にまとめることができる.

現在もこの方向性は変わらず、 2002年 6月 G8サミットの直前に、政府は成長のための

基礎教育イニシアテイヴ(文部科学省ホームページ)を発表し、理数科教育支援、教員養

成支援、学校運営能力支援などによる「教育の質的向上」をうたい、この分野での日本の

取り組みを明示した。

ケニア中等理数科教育強化(SMASSE)プロジェクトの実践と成果

その経済的、技術的な成功の鍵であった教育において、日本は国際協力に取り緩んでい

る.中でも、第二回アフリカ除発会議で宣言したように、 1990年代後半よりアフリカの教

育に積極的に関っている。その膚矢は、 1998年に開始されたケニア中等理数科教育強化プ

ロジェクト(SMASSE)で、教員研修を通し中等教育の理科、数学科教員の向上を図ること、

を目標としている.

現在も継続中の本プロジェクトでは、第一年目に現状分析の目的で基礎調査を行った.

調査手法は、インタビュー{対象:生徒、教師、教科主任、校長、視学官など}、質問紙(対

象:生徒)、授業観察で、可能な限り様々な学校を訪れた.ここでの問題点は、教師が数学

教育にて理想と捉えていることと、実際の数学授業で行っていることとの間にある黍離、

と集約された。つまり子どもたちの活発な活動が理想とされているにもかかわらず、授業

での子どもたちの役割は、黒板に書かれた計算問題をノートに書き写し解くという最小限

のものであった.本プロジェクトでは、この両者の橋渡しを使命とし、その重要な要素で

ある活動(Activity)、生徒中心の授業(Studentcentered learning)、実験(Experiment)、イ

ンプロパイゼーション(Improvisation)の頭文字を取った標語 ASEIを掲げ、そのような授

業の実現を目標とした。

上述の事実「教師が重要と認めることを、実行していないこと」を、しっかりと受け止

める必要がある.そこで、第一回中央研修では、参加者である教師が問題を再認識するこ

と、また解決の鍵は彼ら(彼女ら)自身が握っていること、を全員で確認した.それを実践

に結び付けていくために、研修では参加者が自分たちで解決策を見つけることを重視し、

やる気や責任感の向上を目論んだ.

その教育協力の姿 r授業研究」の実際:考察

研修は一年のうちのわずか二週間(10日)でしかない.したがって研修ではきっかけを提

供することはできるとしても、実際の成果は残りの 355日にかかっている.すなわち次回

の研修までの聞で、研修で取り上げたことを継続的に実践することが重要で、その継続性

を高める手法として、地方数学教育研究会や授業研究が意識された。前者の研究会は、進

学のための国家試験 KCSEに向けて模擬試験を行う、学校聞の自主的なつながりを指し、

SMASSEプロジェクトとは必ずしも関連していなかった.ところが SMASSEの知名度が

上がり、私たちはカカメガでの研究会に招かれた.熱心な取り組みに心打たれる一方で、
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上がり、私たちはカカメガでの研究会に招かれた.熱心な取り組みに心打たれる一方で、
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教育改善に役立つ情報一典型的な誤答などーが入手されているにもかかわらず、教育的な

活用が考えられていないことに、 SMASSEと研究会の連携の必要性を感じた.

中央研修での具体的な取り組みとして、オープンエンドアプローチが挙げられる.それ

はプロジェクト目標「子どもの活動を活かした授業Jを構想する際に、数学的にも深まり

を見込める理論として取り上げた.そ ζで目指したのは、オープンエンドアプローチの普

及ではなく、それを契機として教師が自らの教育を振り返ることである.

ところが、意図が十分に伝わらず、次のような誤解「私たちをモルモットとして使わな

いでもらいたい」を受けた.それは、国際協力の過程で新しい知識、技術を持ち込む際に

留意すべき点を示している.また現場の教師からは、「たとえその教授法が良いとしても、

十分な時間がなく試験には向かない」という点が指摘された.この点に関しては、教師が

前向きに取り組むことで、解決できた部分とより深い問題を生んだ部分とがある.つまり

前者は、日本的なアプローチとは異なったが、オープンエンドを活かした取り組みが表れ

ることで、教師が授業内容を問い始めたことを指している.また後者は、「結論が 1つに

決まらない授業はだめJと、第二田中央研修で結論されたことを指している.これはケニ

アの教育目標と関連し、本質的な議論を要するところである.

上述のように、教師が授業を聞い直すことを意図的に起こすためには、日本の授業研究

は有効であり、米国で注目されている.それは、同僚教師、指導主事や大学教官などが 1

つの授業を見学し、授業後あるべき数学教育実践について議論をすること、その議論を適

して、各人が授業、子ども、教材についての見識を深めていくことを指している.Stigler 

& Hiebert(1999)は、さらに、教授法改善のための継続的な努力を引き出す場として、授

業研究を位置づけている.

SMASSEでの取り組みも、単純に教材開発に留まるのではなく、むしろそれを授業の中

で展開していくことで、試行錯誤し、議論し、中期的には授業レベルでの理想と現実の黍

離の解決を、長期的には教師が継続的な職能成長を図っていくことを、目指している.

[文献]

注 米国では、教育においては地方分権が原則であったが、 1988年 NCTM(全米数学教師の会)

によって Standardが出された.これは法的な拘束力は無いものの、各州政府ではこれに則っ

た基準を作成しているようである。それに対して、日本では反対に学習指導要領の拘束力がや

や緩められつつある.例えば教科書で、学習指導要領以上の記述があっても、発展という扱い

で認められるようになっている. 1 授業研究の実践上での問題点(吉田， 2001， pp.29・3)

具体的事例 2 フィリピン ISMED-STTCを中心とした教育開発協力

ISMED.STTCを中心とした五年間(1994.6.1・1999.5.31)の教育開発協力は発展途上国へ
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の協力の在り方についての雛型として高く評価され、今日展開しているケニア、インドネ

シア、ガーナ、タンザニアなどのプロジェクトへの発展拡張の契機となったと見てよい.

このプロジェクトはフィリピン共和国の初等中等教育における理数科教育の開発にかか

る教育開発を目指して、日本国との政府間協定に基づき国際協力事業団(JICA)を窓口とし

て実施された.以下、このプロジェクトの沿革を概括しておこう.

第 I期(1986-1991)

このプロジェクトは 1992年頃フィリピン共和国より強い要請があり、数回にわたる基

本調査などを踏まえて構想された.当初はフィリピン理数科教師訓練センター(ISMED-

STTC)の建設と施設設備の整備がねらいであり、 1986年からの基本設計調査に始まり、

1991年のセンター完成で終了する計画であった.1993年に事前調査で訪問した際に、当

時 ISMED-Staffが認識していたフィリピンにおける数学教育の緊急課題を彼らと協議す

ることができた.協議の中で、緊急なものとして、 a指導内容に関する教師の理解が不足

している、 b指導方法が貧弱である、 c児童・生徒の学習への動機付けが低い、 d教材・

教具が不足している、 e一学級の児童・生徒数が多い.(一学級 60名を標準としているが、

70名を超えるケースが多くみられる.)、 f教室が狭い.の項目が挙げられた.

そして、教員研修計画の立案に当たっては、当面主として、 a、b、c及びdにかかる

課題の解決を視野に入れることを共通理解した.調査期間中、現地の小・中学校を l校ず

つ視察したが、それぞれ上記 a-fの課題を抱えていた.とりわけ、 a及びdにかかる課

題は緊急に解決される必要があると思われた.なお、数学教育において、教科書及びノー

トの不足は致命的であり、この面での安定供給に当局は努力をすべき状況にあった.

第 E期(1992-1994.3:1994.6-1999) 

ところが、フィリピン共和国政府より、ハード留での協力のとどまることなくソフト面、

すなわちスタッフの資質向上や教材開発等の商での技術協力について強い要請があった.

これを受けて、 JICAはフィリピン共和国文部省(DECS)、科学技術省(DOST)、フィリピ

ン大学(up)の協力で体制を整備し、冒頭で述べた五年間(1994.6.1・1999.5.31)の教育開発

協力プロジヱクト SMEMDP(Science and Mathe血 atics Education Manpower 

Development Project)を発足させた.日本国内では、プロジェクトへの後方支援体制を確

立するため JICAに圏内委員会が組織され、基本計画の検討、活動状況の評価、長期・短

期専門家の選定及び派遣、教材等の供給などを精力的に行われた.

第E期(1999.6-)

プロジェクトの後半より、地方展開及び C/Pの資質向上とセンターの COE化の実現が

大きな課題となった.前者については中央研修の評価を目的とし拠点をしぼったパイロッ

ト・スタディであったが、今日では「初中等理数科教員研修計画Jが策定され (2002.2)、
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青年海外協力隊派遣(現職教員)をチームで行い、現地に密着した展開へ発展しようとし

ている.また、センターは 2001年度に COE化が実現し、財政的にも研究所の格付けにお

いても格段に前進することとなった。

活動内容

数学 2教科(初等算数、中等数学)について、以下のように当初計画で列記された内容

にかかわる活動が行われている.

(I)ISMED-STTCのスタッフへの技術移転

数学 2 教科における ISMED・~TTC のスタッフへの技術移転は主として派遣された専門

家によるものと C/P研修員の日本への受入れによってなされた.各教科グループに所属す

る専門家とスタッフは、夏期に実施される全国研修(NTP)の構想、計画、準備を中心に、

供与機材、供与教材・教具などを使った技術移転が実施された。

① 派遣専門家による技術移転

本プロジェクトにおける ESM(初等算数) に関する長期専門家派遣は 2名，HSM(中

等数学) に関する専門家派遣も 2名であった.また、短期専門家派遣は:HSM(中等数学)

に関する 3名で、それぞれ「関数電卓活用法J、「ポスター・教具等の作製J、「学習指導法j

に特化した対応をし、長期派遣専門家との連携により一定の成果を挙げることができた.

② C/P研修員の日本受入れによる技術移転

C/Pスタッフは ESM(初等算数) 、 HSM (中等数学) ともに、若年者が多く、将来

性に期待がもてた.C/P研修員の受入れについては、専門家及び C/Pのいずれもからも、

その必要性が指摘され、滞在期間の延長や派遣人数の拡大について強い要請もあり、希望

を実現することはできなかったが、よい成果をあげることができた.例えば、専門家が技

術移転する際、その内容や趣旨の理解において、未研修の C/Pに比べて研修を経た C/Pの

方が格段に優れていることが指摘されていた.また、 C/Pからも同様の趣旨の指摘があり、

日本での教材開発並びに授業等の実地観察の研修は彼女らの専門的資質・能力の向上に役

立っていると実感しており、派遣前後での変容が著しく、本プロジェクトの遂行上必要欠

くべからざる重要な役割を担う事業となった.

なお、日本における研修では、研修計画及び学習指導計画の作成に仕方を検討すること、

教育の現場を観察すること及び基本的な技術を習得することに重点を置いて指導された.

ISMED-STTCのスタッフのトレーニング

ISMED-STTCのスタッフに対して、具体的には①学習指導案/学習指導マニュアルの

開発のためのトレーニング、②指導方法及び教材開発のためのトレーニングが実施された.

これらは、上記(I)と関連して、全国研修を実施する上で必須の事柄である.そのため、実

習や実験授業を繰り返す過程を通じて、全国研修参加者向けに次の(3)にまとめたような各

種成果物が作成された.
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ISMED-STTCによる短期訓練プログラムでの成果物の活用

ISMED-STTCによる短期訓練プログラムで古くから実施されているものは'ISMED

short term courses'で、参加者の数学的リテラシーの向上及び学習指導法の改善を目指す

もので、その際の資料として成果物が有効に活用されている.ISMED-STTC近隣の参加

者には試作教材や教具の試用や開発された学習指導案に基づく実験授業などが実施され、

教材・教具や学習指導案の質的向上に役立てている。

(4)ISMED-STTCスタッフの研究活動

これらの一連の展開で、 ISMED-STTCスタッフには、算数・数学科教師訓練のための

カリキュラムの開発、学習指導案の作成、教材・教具の開発などの関連する開発研究を十

分に経験できている。これらの面での彼女らの資質や能力は本プロ技協が開始される以前

の段階に比べて格段に進歩している。

技術協力の成果

成果については、①成果物:ソースブック、 VTRテープ、ポスター、自作教具・学習具、

②指導計画(Lessonplan)に基づく ISMED-STTCスタッフによるデモンストレーション

及び③ISMED-STTCスタッフへの質問紙調査及びヒアリングに基づき以下のようにまと

めることができる.

(1)総括

発足当時はデモンストレーションもままならず、学習指導計画(案)の作成も十分でな

い状況にあったが、 C/P及び専門家(長期・短期)の継続的な努力により、格段に進歩し

ており、 C/Pの自己評価及びデモンストレーションからみて、当面の目標は実現でき、基

盤は確立されたと見てよい.

(2)実験・実習能力、教材・カリキュラム開発能力及び機材・教具の運用能力の向上

実験・実習能力は確実に高まっており、その必要性に対する認識も深まっている.また、

教材・カリキュラム開発能力に関しでも、各指導事項(トピック)についての教材等の開

発能力は高まっている.今後は子どもの発達段階や指導事項相互の関連にも配慮して、よ

り広く、高い視野からそれらを系統的に構造化できるよう自己研修(自助努力)することを

期待したい。さらに、機材・教具の運用能力については、確実に高まっており、その必要

性に対する認識も深まっている.

(3)全国研修狼自計画・運営能力及び地方研修への技術支援能力の向上

全国研修(NTP)の独自計画・運営能力については、独自で計画・運営できる状況にまで

高まっているとともに継続への意欲も強い.しかし、他の仕事の量の増加や財政面での裏

付けの不確実さなどにより、実行を危ぶむ声もあるので、スタッフの充実や仕事量の調整

並びに財政面での確かな裏付けができるよう当局に進言する必要がある.また、地方研修

トレーナー(RTCトレーナー)への技術支援能力についても、確実に高まっており、その必

要性に対する認識も深まっている.ISMED-STTC近郊の全国研修参加者を中心とした組
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織をつくり、 try.outの実績を積み上げてきており、地方への技術支援への自信と意欲が高

まっている.したがって、こうした活動を継続するための時間と財政の確保が課題であっ

た.

初期目標の達成状況

本プロジェクト技術協力の目標は、 ISMED.STTCが実験・実習に焦点を当てた教師訓

練コースを企画・運営すること、また指導方法、教材などの開発の面でフィリピン共和国

の理数科教育の中核的な役割を果たす施設となることであるとされてきた.上記の活動と

成果を見るとき、この目標はほぼ実現できていると言える.それは、各種成果物が全国各

地で活用され、評判がよいことや ISMED.STTCが NISMED(国立研究所)に格上げされ

たことなどからも裏付けられよう.

当初計画では、 ISMED.STTCで実施される全国研修、及びその参加者による地方研修

を通してフィリピン共和国の理数科教師の資質・能力を向上させることとされた.全国研

修レベルでの目標の実現状況は概ね良好であり、成果を挙げてきている.地方研修レベル

での目標の実現状況については、 3つのモデル地域での成果の分析をまたねばならないが、

全国研修への参加の努力や青年海外協力隊員による協力・支援などにより着実に前進して

いるものと思われる。こうした各地での努力を積極的に支援するため、まず ISMED.STTC

で開発された成果物の供給がよりスムーズにできること、 ISMED.STTCスタッフとの情

報交換や共同研究などができやすい環境を整備することが必要になろう.

提言及び教訓

(I)提言

指導方法、教材、カリキュラムの開発については、更なる質の向上が望まれる。例えば、

内容を facts.orientedから processor idea .orientedに転換することや higherorder 

thinking skiUの育成にふさわしい指導方法、教材、カリキュラムを開発することが望ま

れる。これらのため、今後自己研修の機会を確保し、スタッフ自ら資質・能力の向上に励

むことができる機会を設定するとともに、希望者には大学院レベルでの教育を受ける機会

を拡大することが必要になる.

(2)算数・数学教育を改善する視点

①子ども及び教師の数学観の転換を図ること

子ども及び教師がこれまでに抱いている数学観は facts& drill.orientedのようである。

この狭い数学観を改め、日常の事象の解決に対する数学の有用性や思考様式の形成への貢

献などにかかわるものにする必要がある.

②「なぜ、 process.skillsか」についての考え方を確立すること

初等算数および中等数学のデモンストレーションマの強調点に、例えば、問題解決にお

いて子どもたちに多様な接近方法を認めたり、帰納的・関数的な接近方法を強調すること
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がある.さらに、それらの教育的価値を明らかにし、基本的な考え方を確立し、それを普

及徹底する必要がある.

③体系的・組織的なカリキュラムの開発ができるようになること

子どもたちの発達段階(初等算数)や純粋数学の系統(中等数学)及び指導事項相互の

関連配慮し(初等算数・中等数学)、体系的・組織的なカリキュラムの開発ができるよう

にしたい。ために、自己研修の促進や短期専門家の投入などについて検討する必要がある。

具体的事例 3:ガーナの学校制度と理教科教育の現状

ガーナは， 1986年までは，小学校 6年，ミドルスクール 4年，中等学校 5年，予科，

大学・カレッジ等の高等教育機関 3-6年であった。しかし諸般の事情から， 1987年に学

制改革がなされ， 6-3-3-4制が導入され，小学校 6年，中学校 3年，高校 3年，大学 4

年となり，小・中学校の 9年聞が義務教育となっている.

ガーナはいま，国造りの根幹をなすのは人づくりであるとの観点から，初等，中等教育

レベルの教育改善に取り組んでおり， 1996年から 2005年までの 10年聞を，基礎教育の

義務，無料化プログラム FCUBE(Free Compulsory Universal Basic Education)として

推進し，特に理数科教育は国家開発計画の最重点分野の 1つとされている.ちなみに

FCUBEでは，①教育・学習の質的向上，②教育へのアクセス・参加の改善，③教育管理

の強化がうたわれている.

教室文化

授業は，教師主導の一方的な授業がほとんどであるが，教師が意図した正解が生徒から

出されると，それへの承認を求める拍手が鳴り響き，一瞬，日本の授業の中でもよく自に

する次の風景，すなわち「わかりましたかJという聞いに対して「はいわかりましたJと

いう子どもの反応のある応答形態が形を変えて現出しているかのような錯覚に陥る.それ

にしても長い間イギリスの植民地であったガーナの教室に，欧米の個別指導やグループ指

導の形態がみられず，アジア型の一斉指導の形態が存在しているのには興味がひかれる.

しかし，日本と似ている面はあっても次のように日本と異なる風景も教室にあり，そこ

に着目して教材開発をする必要があろう.

①授業を 1つのストーリーのように構成し，生徒を授業に引きこもうとする導入の工夫

や発問の工夫がみられない.

②授業で生徒に何を獲得させるのかが不明践である.

③教師の権威性が教室の中に存在している.

④生徒の「誤答」を生かした指導がなされない.つまり，授業中試行錯誤がない.
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教科書

現在使用されている中学校の教科書をみてみると現代化当時の内容をほうふつとさせ

る目次が並んでいる.集合、写像.. .などといった内容があり、その程度はすこぶる高い.

教員費量成

児童・生徒の学カを向上させるには，ガーナの子ども達にふさわしい教材を開発すると

ともに，そうした教材を扱いうる指導力を高める場である教員養成校のシステムとそこで

の教育方法に目を向けていく必要がある.

ガーナの教員養成校では， In-ln-Out，すなわち 2年間は学校内で学習させ，最終学年

はすべて「教育実習Jにあてている.そこで実習がどのように行われ，教員養成校での学

習とどのように関連させているのかは不明確である.ガーナにふさわしい教材開発の視点

の発掘は，あるいはこの最終学年の活動の中からなされる必要性がある.ところで，教員

養成校で使われているテキストは次のような目次によって構成されている.

1.数学的思考と問題解決 2.数学学習と解の様相 3.評価と評定 4.数学カリキュラ

ム 5.集合の指導 6.数理解 7.位取り記数法 8.分数の指導 9.小数の指導 10. 

数の性質のパターン 11.比と比例(百分率) 12.数直線 13.図形と空間 14.角と

平行線 15.多角形 16. ピタゴラスの定理 17.円の指導 18.図形と作図 19.変換

と移動 20.長さと面積 21.体積と容積 22.重さと質量 23.時間 24.代数の初歩

25.方程式とその解法 26.指数 27. グラフ 28. 統計 29.確率

上の目次をみて気づくのは，中学校の教科書と比べ「現代化」色がうすく，どちらかと

いうと 1980年代以降の「問題解決学習」の思潮に強く影響されている。教員養成校のテ

キストと中学校で使っている教科書のちがいをどう考えるか，ここにも教材開発の視点か

らガーナ国を支援する際の留意点が存在する。

おわりに ー数学と文化ー

ガーナ国をはじめ，アジア・アフリカ等の発展途上国の理数科教育を援助していくとき，

次の点に留意する必要がある.

1つ目は，自国，日本での教育研究，とりわけ教材開発のありょうを問い直す作業が必

要である.

2つ目は『言語Jと「理数科教育」との関わりである.ガーナにおいても，学校では英

語を使って数学が教えられているが，家に帰ればそうではない.practicalな activityの育

成にはこの言語の問題に対する考察が不可欠であろう.

教材開発，とくに問題場面の設定などにおいてよく工夫する必要がある.日本で使用し

ている問題をそのまま英文に直しても，ガーナの子どもにとってリアリティーのある問題

には必ずしもならないことに留意しなければならない.従って，言語を介在させない教材

や問題場面の開発が必要となる.
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3つ目は，われわれ日本人が西洋文化を受容していく途上で遭遇した経験の中で，どの

時代のどの経験が役立つのかを吟味する必要があろう.物質的な環境の乏しい固に，例え

ば『コンビュータ教材Jの開発の方途を伝授しでもあまり意味はないであろう.むしろ物

質的に乏しい状況にあった日本のその当時の数学教育の実践や研究が役立つものと思われ

る.すなわち数学教育改良運動，再構成運動，現代化運動，そして最近の教育改革の諸経

験をふまえて教育援助のあり方を考えていく必要がある.

各プロジェクトとその「操業研究j による教育協力の問題点

-授業研究を行っても子どもたちの学力の向上にはすぐにつながらない.

-授業研究の方法の理解が難しいために、実際に授業研究を行ってもその効果があがらな

い可能性がある.

・途上国の教師がどのような算数・数学の授業観や教授方法を頭の中にイメージとしても

っているのか、また 1つの集団を形成したときに、それがどのような考えになっていく

のか予想がつきにくい.

・教師の授業研究をするための時間を確保することが難しい.

-授業研究を実施している学校の数が現時点で大変少ないことからそれぞれの学校が孤立

した状態にあり、授業研究の輪や授業のアイデアがなかなか広がっていかない。

-授業研究が直接解決できないいくつかの点があるということである.

隊員候補生の皆さんは，授業研究という日本の比較優位な教育協力とその具体的なプロ

ジェクト展開から，途上国支援へ向けて，色々な教冒11を引き出す必要がある.

参考文献
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・教師が副擦にいそしんでいる?

・教科書がない?

・教材や器具がない?

• ~TニアSMASSE白煙脅

教師同Dやる気、態度の向ょが鍾まれた.

d澗・の固定.
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として、日々の授業の中で研究を行う
こと

・授業研究は、教材研究と授業と授業検
討会から成り立っている。
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，却宥の規楓 主たる開催者

1 手袋内で 公立与伎の鎗曇位陣

2 各.道府県.各市町省. 公立学技....自身
区で@研究舎

s 各.温府県.各市町相. 酬明会.酬輔帝
区で@研究会

4 闘志金歯 附嵐挙後@核長敏師

防一 各毎蓋府県.目本金酒 暴冊(学会、企象相

L-・E・-

何度B平t;(/)lkiiP/~.mfJIilFJf;j(で
~~(/);jl? 

C.i軍~2;茸){ð昏(/)/j?
自ら行う
自己聾現に遍じている
公による研棒奨励
昇量1=通じている

商業的宜繊
暗究成果由祉量的共有由直進される
研究をま掘す晶体制
指揮主事、主草関係者による科牢的改善
が晶晶

1980年代半ばの協力隊の活動:
フィリピン・モデルとケヱア・モデル

-自らの教授活動に専念仏子どもを直接的に育
てる.その子たちが膏って、教師になったり祉会
を変えて〈れたりすることを期待する.長期的.

・教師に働きかけて、教師を育てる事で.間接的
だが、より書〈の手どもたちに影響を与える.中
期的。
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園教育課程実施と研究主題

・教師のキャリア開発、職能成長、昇任

・校内研修

・教材研究、授業検討会

・教師集団内での自己実現

・手どもとの生活における教師の自己実現

-何を議論すればよいのか

-どのようにして組織化していけばよいのか

授業研究の限害要因

・経済的理由

・教育文化的理由

・精神的理由

，却宥の規楓 主たる開催者

1 手袋内で 公立与伎の鎗曇位陣

2 各.道府県.各市町省. 公立学技....自身
区で@研究舎

s 各.温府県.各市町相. 酬明会.酬輔帝
区で@研究会

4 闘志金歯 附嵐挙後@核長敏師

防一 各毎蓋府県.目本金酒 暴冊(学会、企象相

L-・E・-

何度B平t;(/)lkiiP/~.mfJIilFJf;j(で
~~(/);jl? 

C.i軍~2;茸){ð昏(/)/j?
自ら行う
自己聾現に遍じている
公による研棒奨励
昇量1=通じている

商業的宜繊
暗究成果由祉量的共有由直進される
研究をま掘す晶体制
指揮主事、主草関係者による科牢的改善
が晶晶

1980年代半ばの協力隊の活動:
フィリピン・モデルとケヱア・モデル

-自らの教授活動に専念仏子どもを直接的に育
てる.その子たちが膏って、教師になったり祉会
を変えて〈れたりすることを期待する.長期的.

・教師に働きかけて、教師を育てる事で.間接的
だが、より書〈の手どもたちに影響を与える.中
期的。

-178 

園教育課程実施と研究主題

・教師のキャリア開発、職能成長、昇任

・校内研修

・教材研究、授業検討会

・教師集団内での自己実現

・手どもとの生活における教師の自己実現

-何を議論すればよいのか

-どのようにして組織化していけばよいのか

授業研究の限害要因

・経済的理由

・教育文化的理由

・精神的理由



179 

授章桂に実施した生徒に対するアンケート調査(
対象者:37人)の結果の概要を下に示す.
「今回目授業は東しかったですかJに対し、
「はいJと答えたもの37人.
fいつも骨密集と遣いましたかJh:対し、
「はいJと答えたもの37人.
「きょう町ような授業をもう一度したいですか
」に対し、
「はい」と笹えたもの37人.

跡事.. 陶伊惨碍島高~・..，旬羽"知」語句場溜話‘n・4

u."叫一一守山
餅酔酔 h

a 割審問咽商事晶側面持肺'"乞網"“価香

血軌'回世m岨:.."C:帽同・
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役立つ日本の授業研究 I 

エジプトプロジェクトの経験をふまえて

大久保和義

(北海道教育大学 教授)

役立つ日本の授業研究 I 

エジプトプロジェクトの経験をふまえて

大久保和義

(北海道教育大学 教授)
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O.はじめに:国際教育協力の基礎知識
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園民一人畠たり指叫副闇IPJ(1:.忠弘...盟，.陽'111#)

• r万人由た晶由4賄側‘醐勘肉耐A町』世興会櫨
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役立つ日本の授業研究初心者編

筑波大学教育学系清水静海

本日は.2∞o年に日本で開催された9回数学教育国際会議に向けて整理し公開した，
rSchool Mathematics in JapanJという冊子資料を基に研修を進める.

1.授業を観て頂く前の諸注意

1 何のために授業をするのf'?
.意図されたカリキュラム:狙いを実現するための努力，その前提の下に行われる営み

である.その授業でどんなカをつけることを目指すのかを授業に先立って分析し，意

識せねばならない.

・実施されたカリキュラム:思うようにいかないときに，軌道修正する。その原因を考

えねばならない.成功，失敗の原因の特定から，次につなげなくてはならない。

・達成したカリキュラム:子どもたちの学習成果に現れてくるもの.子どもがどう成長

したのか，そのために講じた手立てがどの程度有効であったのか等，指導法をよりよ

くしておくための重要な情報である.

-この3つのカリキュラムが循環して現状を変え，よりよい授業が実現していく.そのた

めにカウンターパートと協力していく.異なる文化が接触した場所には新たな発想が生

まれやすい.

「τeachingGapJにみられる日本の授業が，日本の教育の根底にある重要な事柄と

しての授業研究をアメリカに印象づけている。

({Lesson Study)) というより.<<Jugyou'kenkyu>> といった方が通じる程に浸透してい

る.日本のノウハウの一端を海外に伝えていき，カウンターパートとの議論でこの研修で

学んだことが役立てば非常に結構なことである.

2.授業の背後にあるもの

・第1に，カウンターパートの方の「授業の捉え方」を確認することが肝要になる.

我々が考えている「授業Jと同じように捉えているとは限らない.そのずれは個人が悪

いのではなく，その地域，国が背景に持っている文化が大変強く影響している.

・自分の思いが直ぐに任国の方々に通じるとは決して思わないこと.

・肝心なことは.rああして欲しい.こうして欲しい.Jと希望することが沢山あっても，

それが実現しない，という原因にはどのようなことがあるのかを深く考えて，徐々にカ

ウンターパートの方々の内面に踏み込んでいくことが大切である.

大抵の協力隊員の任国でのレポートは，初めのうちは「一生懸命やっているのになか

なか進まないJという愚痴である.かといって.r俺についてこい」で皆さんのスタ
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イルを押し付けても，それを受け入れる文化的な背景がないと継続性が保障できない.

・皆さんが帰った後にも続けられるように，急がば回れです.先生方が「自分がどういう

役割をもつのかJということに，共通理解がいる.しかし，このスタイルを変えるのは

容易なことではない.国柄，文化的な背景をじっくりと確認して取り組むこと.

-指導案にもみられる《既習事項との関連》などは，日本では当たり前のように思われて

いるが，海外では決して当たり前の内容であるとは限らない.既習事項を把握して指導

しないと，一方的に話しかけるのはできるが，子どもが自分の問題として授業に取り組

むようにするには不十分である.

・「上手くいったら，なぜ.1r上手くいかなかったら，なぜJと聞い続け，質の高い授業を

作っていくことが望まれる.また評価基準も，各国の基準に基づくべきものであり，日

本の形式については方法論として参考になるが，内容は各々の任地の基準に従って整え

る必要がある。

これからご覧頂〈日本の授業VTR授「小学校2年生:・の数はいくつかな?J及び「中

学校2年生:連立方程式の活用」は，日本でも上等な授業である.したがって，それが

すぐにできるわけではないが，そういう可能性なり存在なりを頭に描いて授業すること

がまず大切である.

-単に，練腐な計算練習を繰り返すのではなくて，場面を工夫して練習しながらプラス

アルファを期待することが必要である.

・このように「連立方程式の解き方を考えていく場面」と「連立方程式をつかって身近

な具体的問題を考えていく場面」がある。どの教科であっても， ((教科の固有な課題を

学ぶ部分》と， ((その学んだことを活用する部分》がある.考えるべきところが異なる

ことにきちんと留意すること。

-答えの正否も重要だが，それと同様に，例えば目標が「数学を使うときにどんなとと

に気をつければよいのか」であれば，解答にでない過程に目を向けることが大切であ

り，授業の意図と，実施された授業のずれを埋めていくことが必要になる.

-授業研究の問題点

謙譲の美徳の精神から，上手くいかなかった点の検討には時間をかけるが，いいこと

(授業のよさ)を問題にしない傾向になる.今，世界的に注目されているのは，日本の

優れた点である。授業をみて不満に思うところもあるだろうが，授業者が努力した点な

どをしっかり認めてあげることも大切といえるであろう.

任国でのご壮健でのご活躍をお祈りします.また日本に戻りましたら，その成果をまた

日本の子どもたちにも還元するように，お願い致します.
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1. • Practices in Elementary Schools 

Following are some lessons企omElementary School. 

1. 1. Lesson 1: How Many ・?(2nd grade) 
Taught by TAKAHASHI， Yoshikatsu & KAWADA， Masami 

(Ootahara Elementary School in Tochigi prefecture) 

1.2. Lesson 2: Adventure in Multiplication Table (2nd grade) 

Taught by NAKAMURA Mitsuko 

(Mukoh紅 aElementary School in Meguro Tokyo) 

1.3. Lesson 3: Choosing Tasks according to Pupil's Interests (4th grade) 
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1.1. Lesson 1: How Many ・?(2nd grade) 
Taught by WATANABE， Machiko， 

TAKAHASill， Yoshikatsu， 

and KAWADA， Ma銅mI

(Ootah訂 aE1etnentary Schω，1 in Tochigi p児島cture)

1. Unit: Multiplication 

2. The objectives. 

Through the activij;y where pupils determine the number of • arranged in 

v自 ouspa枕ernsby出aland error， they deve10p prob1em ω1ving ability by using 

multiplication skillfully二

τ'he goals of this 1esωill are twofo1d， 1) through宣ndingthe cases where 
multiplication is applied，solving prob1ems with appreciation by full use of 

m叫.tiplication，and 2) through出.eutilization of multiplication， pupils will reωgmze 

thatthere紅 'evarious methods for solving prob1ems. 

3.τ'he 1esson flow 

1. U nderstand.ing the learning task 

T: 1..et's try this problem ! 

Challenge企'Omwitch 

Can you find the various ways 01 

determining出.enumberof・?
•• •• •••••• •••••• •• •• 

2. Prospect (develop the plan) 

activities. 

T : I..et's think how to solve this problem ! 
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3. lndependent problem solving 

T: Let's ωlve :the problem by itsing your ideas 1 

Thinking cycle 

< 1 Basic stage > 
To find the number of • using their experienωs and items that have 
already been learned. 

< II Discovery stage> 
Discover the ideas such as listed below as pupils engage in the task of 

the Basic stage l 

→F∞US on the group of numbers. 
→S泌氏the・，and transform itωωunt up easily. 
→Refill the ・，姐dtransform itω∞unt up easily. 
→Re∞gnize that the • which are locaおdin the intersection of 

horizontal and Vertical arrangements should be ∞unted only ona. 
< III Developing stage> 
Find the refined ways to solve problems by using the ideas that were 

おundin the dis∞very stage. Design a plan to回，lveproblems which 
broaden old ways ofthinking金'Oillanother viewpoint. 

4. Communication 

T : Let's think how toωunt in various ways by referring to your企iend'sideas ! 

5. Sharing the results 

T : Let's share your ideas ! 

6. Writing a letter to the witch about their efforts 

T : Let's write a letter to the witch about today's work ! 
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4. Examples ofpupil's ideas 

C， : ーー!・II・I幅幅11.ãi~!iil 13 

c，: r.・1l.. 
画面扇面扇面i!?た:2
-重量重重型Jj ;2+-8=~2IJ 
l・・1 じー-ー

l・0
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1.2.Lesson 2:Adventure in Multiplication Table {2nd gmde} 

Taught by NAKAMURA Mituko 

仏在ukoharaElementary School in Meguro 'Ibkyo) 

1. Unit:M叫tiplicatおn

2.τ'he objectives 

By ほploringthe multiplication tぬle，pupils willlearn various pa枕ernsin the 

tablムsuchas the symmetry in the table血.dexpan.dability of the pattems b句岨d

the limit of the table， so thht they will伊豆 d明 erun.ders加 uiingof various 

properties of multiplication. As a result， pupils will be able to work with the 

multiplication table with an appreciation for the structures of numbers. 

τ'he objωtives ofぬisle鎚onare句 un.derstan.dthe many fa，ωts of number， and 

to explain them in their own ways by making full u田 ofthe multiplication table. 

3. The lesson flow 

Pupil's II!出:y1由s

1.U nderstanding the learning task. 

Let's fin.d the rules in multiplication table! 

multiplier 

自
己
丘
唱
ロ
白
園
田
島

x 2 3 4 516 7 8 9 

1 2 3 4 516 7 8 9 

2 2 4 6 8 10 12 14 16 18 

3 3 6 9 12 15 18 21 24 'n 

4 4 8 12 16 20 24 28 32 36 

5 5 10 15 20 25 30 35 40 45 

6 6 12 18 24 30 36 42 48 54 

7 7 14 21 28 35 42 49 56 日

8 8 16 24 32 40 48 56 64 72 

9 9 18 'n 36 45 54 63 72 81i 

2. Write their ideas on worksheets. 

3. Discuss the ideas in small group 

4. Discuss an.d refine ideas in classroom. 

5. Summ紅 izeto.day's lesson by sharing 

new ideas they learned， things they 

enjoyed and how well they were able 

to persist. 
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4. Examples ofpupil's ideas 

Bi 111e numbers on the diaemal he m the product ofa number mulhplied bvitBelf-

τ'he numbers on the diagonalline will continue like 1=1 X 1， 4=2X2， 9=3X3， 1酔 4
X4・・・.

ii. Ther唱aresame answers on oppゅsiteside of.diagona1line. For instana， in the case 

of 6， this 6 is the product of 3 X 2， and that 6 is the product of 2 X 3. 

証i.The answers ofnine's column are numbers that are the reverse ofthe digits. 

お
ー
ー

幻

l
i
l
t

。。I
l
l
1
1
1
l
l
i
L

唱

A
1
1
1
1
1
1
1
1
l
l
l

ω
i
l
l
l
i
 

45 54 

L-JI 

己LJ
iv. If you take four numbers in a squ訂 e企um

the multiplication table， the product of one 

diagona1おequa1to the product of the other 

diagonaI .like 4 X 10=40， 5 X詐 40

I 4 I 8 I 

I 5 I 10 I 

v.The sum of one's∞，lumn，lOX4+5=45， The sum oftwo's∞，lumn， 20X4+1俳90，

The sum ofthree'sωlumn， 30X4+15=135， The sum offour's column， 

40X4十20=180，Thesum offiv白 ωlumn，50 X 4+25=225，τ'he sum of six's 
column， 60 X 4 + 30=270， The sum of seven's∞lumn， 70X4+35=315， The sum of 

eight's ∞lumn， 80 X 4+40=360， The sum ofnine's∞，lumn， 90X4+45=405， 

so totaIs are in位easingby 45. 

Pupil B's pronounament 

〈並nesymmetry:> 

Pupil D's pronouncement 

<symmetric property:> 

x 

-
且

-
0
4
m

句。
F
a
m官
官

E
U
-
c
o
一

号

z
o
o
-
o
u
d

|己主下J
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1.3. Lesson 3: Choosing Tasks according to Pupil's Interests (4th grade) 

Taught by SAITO， Kazuya 

(Ookayama Elementary Sch∞，1 in Yokohama ci勿)

1. Unit: The area ofplane figures: Choosing tasks a，∞ording to pupils' interests. 

2. The objectives: 

In order ωdevelop pupils' ability to learn and think independently; itお

neassary and important that learning tasks meet the diverse needs of all pupils in 

c同 From柏市町oint，也erefore，we have旬蜘dyour pl阻 sωdevelop
mathematical power in all pupils. 

C紅 efulpreparation of required and elec厄ve∞ntentsis neωssary in order ω 
develop education that ∞nsiders individuality of pupils. Pupils should be able旬
select tasks of their own金哩ew姐1.Therefure， itおunpo此antω∞nsiderall pupils' 
prior knowledge， experien民組dopport回出esto leam. We must study and modify 

our plans so that pupils can select their own∞ntents and methods， which is a means 
of fostering growth toward high expectations. 

On tbe other hand， itおunpo此antthat pupils make their 0問 1pl組 ωle紅 n

based on their a出向de白血dinterests.τ'herefore， we help pupils make a planゐr

learning required∞n飴ntsor elective ∞ntents. A plan that pupils make初 learn
includes how ωlearn or in what田quenceぬeylearn the contents. In this lesson， 

pupils are able to select of their own金eewillhowωfind the area of位iangles血 din

the development phase of the lesson， where pupils explore ways to find the area of 

more complicated figures， they can select their own shapes. In these cases， pupils 

car巧rout selection by clarifying their own purpωes. 

The objectives in出issequena oflessons are as follows: 

a) Pupils appreciate the formulas for the紅 ea

。f宣guresand are willing to u田 the
form叫asin order to find tbe area. 

b) Pupils are able to find the area making the 

best use of their prior knowledge and 

experienω. Pupils are also able ωform叫ate

the methods to find the area of 

parallelograms. 

c) Pupils can find the area of fundamental 

Figurese血ciently.

d) Pupils understand the methodsωfind the 

area of fundamental figures. 
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3. An overview of pupils' activities in this unit. 

(The riumber in the left ωlumn "L" shows the sequence oflessons. 

For example， "1" shows Lesson 1， and "2" shows Lesson 2.) 
L Objectives Pupils' activities 
upils sha1l L Pupils begin by reflecting on th町 priorknowled白ge色， 

experience， and the opportunityωlearn about area in 
a pre羽ousgrade. 

ACan youand the ana ofthe五gure?

Can you find也.earea of the直gure，if you thin】rabou 
how this figur官おmade?

I 

一ーーーーーーーーーー一ー一司ー・・ーーーーーーーーーーー甲町田ーーーーーーーーーー一ーー

2. Pupils make a p1an how to decompose the figure in the 

problem into 珂 U在re，rectarigle， right.angled tri阻 gles，

位泊ngles，para1lelogram， or仕apezoid，in orderωfind the area 
ofthe五gure.

盟凸国四同口
色口凸凸a [] 
口A 日口UJ a 
口ロ心2 [}j ρ 
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1 

. Pupils realize 

I that they have 

ωbegin by 

learning how to 

find the area of 

triangles. 

3. Pupils' discu耳show句 de∞mposethe fi.gure. Then， they do 
the problem separately in three groups as follows: 

a)司lefi.gure in the problem can be de∞mposed inω 
right'angled出anglesand rectangle. Or， the squ釘'emade 

by them can be de∞mposed into the fi.gure in problem and 
right'angled triangles. 

b)τ'he figure in the problem can be decomposed into a 色wl

triヰngles.

c) The宣gurein the problem can be de∞mposed in旬
triangles and parallelogram， or trapezoid. 

ーーーー----一-ー-ーーーーーーーーーーー・ー---ーーー・ー-一--------
14. Pupils ω回出r四 d必民usswhat kind of methods arel 
neededfor each叫eam every group. 

τ'he class is split in句伊凶psbased on pu凶g'a出tude旬相官d

ho膚 to宣且dthe area and their interests in figures. 

↓↓↓  
Eτ'hen th時 ωmbinedth控 effurtsωmakeaplan ωfind 

the area in each group. 

比 IB. Ic. 
IPupils re咽 gmze

体;hatthey have 

Ito learnhow to 
lfind the are唱。f

lright司angled

阿angles，be偲 use

~hey are already 

able to find the 

larea of squares 

and rectangles. 

IPupils re∞gnize IPupils recognize 
~hat they have Ithatぬeyhave 
Ito learn how ω 
lfind the area of 

阿姐gles.

:…wω find the訂'eaof 

triangles， 

1:叫 elograms，
and trapezoids. 

一一一一一一一一一一__t___一一一一一一一一
5. Pupils understand that they begin by learning how to find 

the area of出血gles，由m叫gh白煙∞mbinedeffo抗sto 

consider something in ∞mmon among the plans. 
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IPupi1s 

2 lunderstand 

Ithe formula for 

4 I也earea of 
;riangles. 

i戸制姐A恥叫句凶也e叫同伽 3.1)
5. Pupi1sre必cton methods白血.dthe area of位iangles.

. Pupi1s form由 te加 me出odsωfin.dthe area of scalene 

仕iangles

Let's find the area of quadrilaterals， 

using the formula for the area of triangles. 
IPupi1s are able 1 

11. Pupi1s町tofin.d the area of qualむilateralsu釦tgtheform
fin.d the 

J for the area of triangles. 
四reaof 

[qua世世且:terals

lusing the 

|ゐrmulafor the 1 The class is split inω 伊 upsbase.d on pupils' a抗itudel

5 larea of I t阿佐dhow to find the area and their intere由 m五gures.

:riangles. 

IB. 

IPUD誼sshall血ld詰learea 

. Pupils do th岨 Jofquadrilaterals using Jof quadrilaterals using 

exercises inright.angled triangles. Iscalene tri姐 gles.

finding the ※ Pupi1s rotaぬ sothat they solve the problem by 
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→ τ'he area of parallelograms阻 nbeゐund.

6 Let's.:find the area ofparallelograms， 
. making the best use ofyour prior knowledge 
7 ミ 創lde却 erience.

2. Pupils try to 

Pupils End the ama Ja， nd their interests in a伊 res.

understand 
Pupils solve the problem， making the best use of 

the methods to the methods to :find the area of triangles. 
!:find the訂'ea
。f

C・1. C'2. 
lParallelogr岨 s. Pupils can decompose Il¥1aking the best u田

a parallelogram inω 。fmethodsω:find也s
two congruent出angles area of rectangles， 

Pupils are able ，bya diag口nalline. P叩ils血 Hω，lvethe
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the methods to 
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tparallelograms. 
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Pupils are able 
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却 enenωfor lessons. 
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3.1. Thearea oftnangles: 

百1elesson flow of Lesson A(lesson 2 and lesson 3) 

Pupils' activities 

1. Pupils begin by re.品目出gon也eiractivities in the last le間且百en，也勾rmakethe 

futur唱plansof activities in吐血lesson.

Let's吐血kabouthow匂宣ndthe area of right-angled triangles 

and scalene triangles: Let's make a plan ωfind the紅 ea.

2. According to plan， pupil finds the area oftriangle for himseli 

L 
2-1. 

Pupil ∞nsiders how to find the 
area of right-angled triangles. 

!Arect組 gle認 de∞mpo由edinto
知o∞ngruentright-angled 
biangles by a diagonalline. 

E三

〆
奇4伺
F 

2 令，声‘司-，みゐ

吋沼-

a零寄 F 

司V

.• 
ーや

-
一山引 叩一吋a一一.魯

i 
2・2_

Pupil ∞nsidershow ωfind the 
area of scalene位iangles

!Aparticul阻rrectangle h鎚 the
!area that is equal to twiωthe 

Meaofa民alenetriangle_ 

LengぬXWid也-:'-2
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The pupils' solutions are made public in the class 

①②③  

@ ⑤ 

3. Pupils begin by ∞mpanng 
and examining the solutions. 

Then， they ωmbined their 

effortsω∞nsider something 
ln ∞mmon among solutiollS. 
Especially， pupils量測cus

their attention how to 

国 lc叫ate，担dtheyreω伊1Ze

as follow: 

If 0 represent the length 
and ・representthe width， 
then the formula to find the 

ぽ eaof triangles is 0 x・~2.

@ 

2x5=lDcm' 

4. Pupils refleci that the results or methods can always workゐ>rother problems. 
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3.2. The area of quadrilaterals: 

The lesson flowofLesson B (lesson 7 and lesson 8) 

Pupils' activities 

1. Pupils begin 防犯flectingon what they ha四 learnedand known inorder ωfind也el

位 eaof量gures.τ'hen， they makeぬ.eirf叫ureplans of activities，跨alizingfor wha 
kind of figures that they can find the area. 

Let's think about how ωfind the area ofrhombus and trapewid. 

p1亭ilsunders也nd正he句skthat 000 shall∞nsiderhowωfind the area of rhombus 
trapezoid. 

(Pupil chooses one oftasks，担dω，lves也.etask for him田，Jf)

2・1.The groups that one shall find the area of rhombus. 

2.2.τ'he groups that one shall宣ndthe area of trapewid. 

τ'he pup江s'solutions made public in the class 

~1~4"2・2

<13.2 ~"・ 12.8
eO.8~""2・1.6
2+12.8+1.6・16.4

2x3+2・3

③ 

3~ 16・48cm' 4~ 12-48 

13. Pupils are ableωrealize that methods which were usedωfind吐learea of triangle位制

Y.2!'~~~y ll~<t ωfin生the 紅'eaofthe Qua恒:ateral.
. Pupils app跨 αate也.eiridωsωfind the area.τ'hen， they 即日ect也atthey can use the 

results or methods for some other problems. 
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はじめに

平成 15年度派遣前研修講座「役立つ日本の授業研究」の成果と課題

筑波大学教育開発国際協力研究センター (CRISED)

議田正美，小原豊

派遣前訓練「役立つ日本の授業研究」は，現職派遣者の適格性を培うことを目的に設け

られた研修講座である。授業研究は，自ら教員が，共通の主題に対して相互に協力し合い

新たな授業を研究開発する一連の研究(研修)活動を指し，日本の教育界では，教育課程

の質の高い実施を支援する主たる方法であり，教員の専門性の向上を促す主たる方法，そ

して同時に教員の自己実現の場でとして機能している。それは，企業においては QC(クオ

リテイ・コントロール)活動に相当する活動であり，日本企業が企業内で進めるその活動

が世界的に注目されるように，やはり，日本の授業研究は，世界的に注目される基礎教育

協力分野における日本の比較優位であることか確認されている。そこで，日本の教育経験

を備えている現職派遣者が，任地で，日本人の心の見える教育協力を広めることを期待し

て，派遣前訓練において設けられた。

合わせて，協力隊側の要請により，現職派遣外の隊員へも開放することにより，そのノ

ウハウが，協力隊において共有されることを目的としている。

当初は，講義と演習，実習を含めた 3回，隔週の日程で，現職派遣隊員が他の隊員とノ

ウハウを共有し，任地に対応した新しく柔軟な発想と，日本の協力経験が融合し得るよう

な形式で，互いの熱意と方法を高めあう研修を計画したが， 3箇所の訓練所で現実的に実現

し得る方策として今回は，全 3回の内初回に予定された講義を中心に実施することとなっ

た。実施時期も，派遣前訓練79日間の前半で行うことが適当であったが，派遣前訓練全体

からみれば各論であり，後半，訓練終了時期での実施となった。

結論としては，全般的に概ね好評であり，さらなる時間的，内容的充実が期待されるも

のであった。特に現職隊員のこの講座に対する期待は非常に強いことが，アンケートの記

述や，直接の懇談機会から認められた。特に次の点が課題である o

1)受講者の経験，問題意識の帽の広さにいかに対応するか。

教育経験として熟知している現職隊員と，そうでない隊員，そして，基礎教育協力分

野と直接関係のない隊員と，受講者側の幅が広く，聞き方もまちまちであり，誰を対象

とした講座であったのか，その主旨がともすれば唆味であった。

2 )現職隊員が必要とする内容にいかに対応するか。

現職隊員は任地個別環境に対応することを迫られており，日本の授業研究については，

他の隊員と比較して，相対的に熟知している。現職隊員の任地における業務も，教育委

員会業務(指導主事)から，他隊員と同じく教員としての配置もあり，現職教員におい

ても，目的の持ち方にも相違がある。
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アンケートから，特に、自らの協力経験の電子アーカイブ化と今後の活用に対する強い肯

定的結果が得られた。今後は， 8本の協力経験やノウハウを派遣前に予め理解し，青年海

外協力隊としての専門性を向上し，開発途上国の協力要請により的確かつ体系的な対応を

する電子アーカイブの充実と合わせて、これら課題にいっそう柔軟に対応する講座が必要

である。

講座は、広尾、駒ヶ根、二本松訓練所の順で行われた。その都度、アンケ}ト等を通じ

て、また実施後、現職隊員と懇談するなどして、実施状況をふまえつつ、その反省を次の

講座に生かす形式で、内容!方法を修正しつつ実施した。その経過から、以上の結論に至

った。以下では、その経過を，講座毎の概要とアンケート結果から示す。

I)広尾訓練所における講座

5月31日に広尾訓練所で実施した。 23名が受講し，内7名が現職派遣者であった。現職

派遣者に対して準備した講義であった。全般として好評であった。少ない参加者を生かし

てインタラクテイプに進める計画でなされたが，受講者の中には助産師など非教育関係者

もおり，質疑の話題の質が著しく異なり，誰を対象にイ可を話せば話題が共有できるのか，

改めて課題として意識された。

(1)概要

日時平成 15年5月31日 15:00-17:00 

次第 司会筑波大学教育開発国際センタ一助教授磯田正美

あいさつ 文部科学省大臣官房国際課国際協力政策室務査官 田辺宏 5分

講義 「役立つ日本の授業研究」

広島大学大学院国際協力研究科助手 馬場卓也 1時間 40分

概要 日本の授業研究が，何故，教育協力において注目されているのか，

日本の授業研究とは何か，途上国においていかに役立つのかを講義した。

現職教員支援事業解説 磯田正美 15分

「役立つ日本の授業研究J実施アンケート
(2 )講義内容

講義「役立つ日本の授業研究Jの内容
講師馬場車也(広島大学大学院国際協力研究科)

I 授業研究の前提として

磯田正美

今日注目されている「授業研究jは企業のQC(QualityContro1)活動と似た役割をもっ。

「あなたたちは何故，任国に派遣されるのか」また「任国では教育の何が問題なのか」

各位が配属される個々の国の問題だけではない。開発途上国の教育問題を大きく捉えて

おくことも必要である。

.基礎教育における開発戦略目標(JICA，2002)
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講師馬場車也(広島大学大学院国際協力研究科)

I 授業研究の前提として

磯田正美

今日注目されている「授業研究jは企業のQC(QualityContro1)活動と似た役割をもっ。
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各位が配属される個々の国の問題だけではない。開発途上国の教育問題を大きく捉えて

おくことも必要である。

.基礎教育における開発戦略目標(JICA，2002)
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1.初等中等教育の拡充

2.教育格差の是正

3.青年および成人の学習ニーズの充足

4.乳幼児のケアと就学前教育の拡充

5.教育マネジメントの改善

II.授業比較:授業VTRの視聴と討議

授業の特徴:ケニアの授業(中学校第3学年)と日本の授業(中学校第3学年)の比較・

対比

ただし，日本の授業スタイルをそのまま現地にもっていく訳ではないことに留意する。

(a)ケニアの授業(単位換算と比)について

f黒板にひたすら書いて，ずっと喋っている。子どもは受身になっている」

→ インタビューしてみると，現地の先生方も「子どもの活動が大切」と知っている。

しかし，それが実践に反映されていない。

f具体物をほとんど用いていない。活気がなく静かである。」

→ 生徒同士で話し合うことは推奨されておらず， B本でいう班活動のような指導法は
認められていない。

「ほとんどが男子だった。空席が目立った。」

→授業料を納付できない生徒の問題がある。

「挙手している生徒もいたが，英語が分からなかったj

→ 教師はたまに生徒に問いかけるが，その反応を殆ど省みずに教師は授業を進行する。

(b) 日本の授業(電話線の問題解決)について

「生徒の考え方を活かして導いていこうとしているJr先生の表情がよくみえた」
→ 表情をみることは大切。教室にセットする VTRの位置で見える生徒の表情も変わる。

「生徒の意見をコンパクトにまとめて箇条書きするなど，黒板の使い方に工夫がある」

「教師は目配りして，生徒の動きがある。」発言など，

→ 問題を与えた際に，解けてない生徒には他の生徒の意見を吸い上げた上で間接的に

指導するなどの工夫をしている。

2) .“知っていること"と仏行っていること"の:m;離

@ケニアの教員養成大学の先生方も，日本の授業のよさは認めている。しかし，なかなか

ケニアで実現することにはならない。生徒の意見を開こうとしても開発国では上手くい

かず，指導者は権威的に上から説くように指導せざるを得なくなる。すなわち，日本の

授業の VT買を持っていって，そのまま「こんな風にしなさい」と技術移植する訳にはい

かない。しかし，研修後にはある程度，生徒に「考えるJということを要求する日本的
な授業が展開できる(研修後のケニア教員の授業V1買を視聴)。

.ケニアの現職教員トレーングの一環として，授業を何度も何度も一緒にみることで， r授
業を捉える観点Jを，一方的に与えるのではなく rTIMSSVIDEO OBSERVATION CHECKLISTJ 
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を共に抽出した (pp提示)。

.ケニアと日本の授業の栢違は， Stigler & Hiebert(1999)が指摘した日本と米関の差に

近い。

.1990年「万人のための教育世界会議J(タイ閏ジヨムテイエン)以降，教育分野での国際
協力のあり方はかわる。与前は，日本にある「進んだ技術・知識jを教えることで，対

象国をよくしようと思っていた。意図されたカリキユラムのレベル (pp提示)では，日

本であろうと開発途上国であろうと大きな相違はない。しかし，実施されるカリキュラ

ム，達成されたカリキュラムのレベルでは，会く違うものになっている。この誰離はな

ぜ生じるのか考えて欲しい。

→「時間が足りないJr考えさせるための時間をとるなど，やり方を知らないJ
「それを教える人がいないj

3). r教姉文化」と「教室文化J
.学ぶ，教えるということは文化的な活動であり，我々は授業を通して知らず知らずに「数

学の授業とはこのようにあるべきだHこれはしてはいけない」などの授業に対する規則，

型などが染み付いている。その文化に埋没している我々は，そんなに簡単に授業のやり

方を変えられない。 意図されたカリキュラムと実施されたカリキユラムの関連を阻ん

でいる，我々のもつモデルをどう切り崩していくか，そこが重要であり問題である。

.例えば，ケニアSMASSEの場合，諸々の要因をあげて議論の末，結局は「教師のや

る気・態度」がよい授業を実現するキ}になっていることに気がつくに到った。

m.質疑応答
Q r視聴したケニアの授業は，何を授業目的とするものであったのかJ
A rケニアの先生方は，指導案のような指導の構想、，ガイドラインを予め立てておく
ような習慣はない。」

Q rケニアには研究授業のような習慣はあるのか」
A rない。他の先生方に見てもらうことは初任者のようで恥ずかしいという慣習を
払拭する必要がある。」

Q r学習する内容をもう少し身近にするために，教師はどうしたらよいのか。j
A r子どもたちの身近にある素材を教材にする。ほんの少しの工夫で，子どもの学習
自体が意味をもってくる。」

「現地では，授業や生徒の様子を語れるような雰囲気はなかった。しかし，皆それぞれが

愛郷心(patriotism)をもっている。そういうことを語れる状況，よき理解者をつくること

が大切である。よいカウンターパートにめぐり合い，お互いに自らの考え方を深めていけ
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II)駒ヶ根訓練所における講座

広尾訓練所における課題をふまえて受講者の多様性に応える講義とするために，駒ヶ根

訓練所では現職派遣者向け，それ以外とに講鹿を分けて実施した。現職 26名，現職外 27

名が参加し，おおむね好評であった。特に現職派遣者向けには，議回は，授業研究につい

て専門性の高い講義，筑波大学附属小学校における授業研究の流れ，懇談と3つの内容を

用意し，現職派遣者に選択してもらう形式とした。現職派遣者は懇談を希望し，任地毎に

集って，任地で何をしたいか，犠闘を交えて懇談をした。特に，磁固からはアーカイプへ

の受録を依頼した。現職派金者からは，特に現地情報を得たいという要望が強くあった。

(1)概要

1.日時平成15年6月14B 1 3 : 0 0 ~ 1 5 : 0 0 

2.次第 司会筑波大学教育開発国際センター助教授議田正美

あいさつ 文部科学省大臣官房国際課国際協力政策室専門官佐藤浩 5分

講義 1 ['役立つ日本の授業研究」共通編

筑波大学教育開発国際センタ一助教授 磁田正美 50分

概要 日本の授業研究が，何故，教育協力において注目されているのか，

日本の授業研究とは何か，途上国においていかに役立つのかを講義

した。

講義2 ['役立つ日本の授業研究j初心者編 清水静海 50分

概要 教師経験のない受講者に対して，具体事例を解説した。

講義3 ['役立つ日本の授業研究J現職縞 磯田正美 50分

概要 任地においてどのような授業研究が可能かを懇談した。

「役立つ日本の授業研究J実施アンケート 磯田正美 10分

( 2 )講義

全体講義「役立つ日本の授業研究:一般編」

講師磯田正美(筑波大学筑波大学教育開発国際協力研究センター)

「まず，教育協力関連の現状と，技術協力の経緯について概説した後に，題目にもある

『授業研究』の在り方や特徴，そして実施方法と問題点，留意点などをお話致します。」

I 国際協力に関する現状の把握

• 1990年タイ国ジョムテイエンにて万人のための教育世界会議
. 1億人以上の子どもが初等教育を受けられないでいる。この中には，少なくとも 60∞
万人の女子が含まれる。
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.9億 6000万人以上の成人ーその 3分の 2が女性である が非識字者であり，工業国と

開発途上国を含む全ての国で，機能的非識字が大きな問題になっている。

・世界の成人の3分の l以上が自らの生活の質を高め，社会的，文化的変化を引き起こ
すとともに，それらの変化に適応するのに役立ち得る活字による知識や新しい技能，
技術を活用することが出来ないでいる。

. 1億人以上の子どもと無数の成人が基礎教育プログラムを終了することが出来ないで

いる他にもさらに数百万人の人々が規定通り就学しながらも，基礎的な知識や技能を
習得することが出来ないでいる。

.基礎教育における開発戦略目標(JICA.2002) 

(ダカール行動枠組みにきまづき.5つを設定)
1.初等中等教育の拡充

2.教育格差の是正
3.青年および成人の学習ニーズの充足
4.乳幼児のケアと就学前教育の拡充
5.教育マネジメントの改善

. プロジェクト方式技術協力の経過

1960年代から 1980年代 1990年代以降

教育段階 高等・技術教育 基礎教育

教育協力の方 センタ一方式 普及方式

式
教育協力の焦 カリキュラム開発 教員研修

，点

背景にある考 キャァチ・アップ 人間開発

え トリクル・ダウン 教育はその他の開発の基

礎
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.日本における授業の特徴:

ピデオスタディーの結果についての解説でも， r日本の授業は Understandingを目
的とした優れたものであり，日本の学力が高いのは， {授業研究〉によるところが大き

いjと述べられている。

-筑波大学附属小学校初等教育研修会の様子

講堂で行われる研究授業(授業研究の一部としての研究授業)

授業公開=徹底し元討議斗講話

日本の先生方から見ればさほど珍しい光景ではない。しかし，このようなきめ細かい

授業研究が日本の学力の高さを保っていることは，留意すべきである。

m 授業研究に関する理論的説明
1. 授業研究はどのようなものか?

・教師が，教育(授業)の質的向上を目的として，日々の授業の中で研究を行うこと

・授業研究は，教材研究と授業と授業検討会から成り立っている。

・教師同士の研錆の場，教師個人の思考や技術の深まりと教師問ネットワークの広がり

2.三つのカリキュラムの区別

・意図されたカリキユラム(Intendedcurriculum) :学習指導要領，教科書

・実施されたカリキュラム(Implementedcurriculum) 教蹄，授業

・達成されたカリキュラム(Attainedcurriculum) 子ども，達成度評価

• r意図されたカリキュラムjと「実施されたカリキュラム」の関係
問題解決が大切であり，発見的に，創造的に指導を行うことが大事だ、と知っている。し

かし，実施できているとは限らない。この議離の原因を考える必要がある。

-給料が低いワ

・教師が副業にいそしんでいる?
.教科書がない7
・教材や器具がない?

.授業研究の過程

①問題の同定，

窃受業の計画，

@凝業の実施，

制受業の評価とその効果の反省，

e液業の再考，
⑥再考された授業の実施，

⑦評価と反省，

③結果の共有(Stigler&Hiebert.1999)

7
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• r何故日本の教師は，授業研究ができるのかJ，また「何カ可愛業研究を支えているのか」
自ら行う:自己実現に通じている

公による研修奨励:昇任に通じている

商業的支援:研究成果の社会的共有の促進される

研究を支援する体制:指導主事，大学関係者による科学的改善がある

また同時に，授業研究を阻害する要因としては， r経済的理由Jr教育文化的理由Jr精
神的理由」などが考えられる。4他の国で授業を行う〉ということの意味を深く考える上で，
授業研究は役立つであろう。

別添資料 講演用 PowerPoint使用資料
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III)二本松訓練所における講座

広尾訓練所，駒ケ根訓練所での経験，特に現地情報を知りたいという要請に応えて，一

本松訓練所では，エジプトプロジェクトにおける授業研究を事例研究として講義すること

にした。現職 49名，他 52名が参加し，概ね好評であった。ピデオを視聴して授業研究の

ノウハウを話題にする予定であったが，現地事情を充分に伝えようとすることで時間切れ

となり，その部分はカットした。現地事情，授業研究の中身を共に深めることは，現状の

時間枠では容易でないこともわかった。

(1)概要

1.日時平成 15年6月28日 15:00-17:00 

2.次第 苛会筑波大学教育開発国際センター助教授議田正美

あいさつ 文部科学省大臣官房国際課国際協力政策室専門官佐藤浩 5分

(2 )内容

講義 「役立つ日本の授業研究」

北海道教育大学教授 大久保利義 1時間 30分

概要 日本の授業研究が，何故，教育協力において注目されているのか，

日本の授業研究とは何か，途上国においていかに役立つのかをエジプト教育

協力の場合において講義した。

解説 「役立つ日本の授業研究」初心者編 議田正美 10分

概要 日本の授業研究の実際の様子を講義した

「役立つ日本の授業研究j実施アンケート 磯田正美 10分

佐藤担当官 ごあいさつ

途上国に対する教育協力の重要性が国際的な認識となっており，この平成 15年度から教

育協力に実績のある筑波大学・広島大学を中核に，官民を問わない大同団結によって築か

れるネットワーク「拠点システムjが発足した。これは従来の教育協力を洗い直して，今

後活用できるモデルや教材を開発し，それを教育協力に携わる方々がいつでもどこでも自

由に参照できるような仕組みである。その中の大きな lつの柱が，海外青年協力隊やシニ

ア海外ボランテイアなどで参加される方々への支援であり，この研修はその一環である。

今後もこのような研修は継続されていくが，ご意見があれば忌惇なくお向かせ頂きたい。

全体講義 1r役立つ日本の授業研究・エジプトプロジェクトの経験をふまえてJ
講師 大久保和義(北海道教育大学札幌校)

「エジプトの国立教育研究所のスタッフと小学校の理数科教育の改善について携わった経

験を元にして，エジプトの方が必要としているB本の教育についてお話したいJ
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I 国際教育協力の基礎知識

l 世界の非就学者数，日本人I人当りの政府開発援助額

「学校の絶対数も足りない。日本の人日程度の人数が就学できていないことは意識して

ほしい」

2 途上国のもつ共通した教育問題

@教育機会の不足と不平等(地域間，階層周，男女間)

.不十分な教育の質(学校施設，教員，カリキュラム等)

「地域間で学校数が全く異なるし，教員の賃金が想像以上に少ない」

.社会的な教育ニーズとのミスマッチ:

「ここ(エジプト)にはここのやり方がある」と主張する任国の先生方に改善の必

要性を理解してもらうことは難しい。まず誠意をもって臨まねばならない。」

3.途上国の教育開発:国際的取組み，教育援助の多様な形態

・「万人のための教育(Educationfor All) J世界会議

.値人による支援:留学生の世話(ノート，鉛筆，教科書を送る)

• NGOによる援助 ・学校建設，奨学金・里親制度，教員訓練支援

.大学・学校の連携による支援・学校間交流，研究協力

.政府による公的援助 (ODA) と間際機関による援助

E エジプト「小学校理数科授業改善jプロジェクトの概要

l エジプトの教育の現状

.校舎の不厄:2， 3部授業。 50-60入学級。

.教員の低社会的地位;低賃金，教員の資質の低下0

.暗記中心の教育:教師中心の教育(教師と生徒の問答)。

「特にエジプト政府が一番改めたかったのはJ暗記中心の教育" である。教師中心

で子どもと個別に向き合うが，子ども聞の議論，意見交換などは推奨されていない。1

.試験制度:小学校終了時に国家試験を受験。日本より厳しく詰め込む。

暗記中.C、の教育。

.就学率:低い。カイロ圏で約3割が未就学。告通で就学児古室就労。

就業者の識字率低い。
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.政府による公的援助 (ODA) と間際機関による援助
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2目エジプトでの授業の様子

課題 13つの連続した偶数の和が66のとき，それらの数字を求めなさい」

(グループ学習)

「グループ学習を進めるのはいいが，この授業の場合だと各グループで取り組む課題が変

わっており，考え方をお互いに参考にできない。グループの構成や利用法，展開を考え

なくてはならないJ

3 エジプトでの小学校教告の方向性

.5年制から 6年制lへ (2002年9月の新年度から移行)

13年生までの教育課程は変えずに，従来の第4，5学年の内容を第4，5， 6年の3

学年に分ける。教師中心から生徒中心の教育，暗記中心の詰め込み教育から考え方重

視の教育に移行する」

.テクノロジーの導入:

「学校に l台か2台程度の配備状況。ドリル中心な指導を生徒の創造性を高める指導へ

と移行する」

4 エジプトプロジェクトの実際

プロジェクトの目的:エジプト国小学校の理数科教育の改善

.日本の理数科教育の方法の導入

「暗記教育の克服J1生徒の創造性を高めるJ1理解の定着Ji生徒中心の活動，

思考の実現」

.エジプトでの理数科教育の調査・研究

「任国の様々な教育事情を把握することがまず先決。大体2，3ヶ月かかるj

.小学校理数科の教師用ガイドブック (GB)の編集・作成

「作ったものが実践現場で使えなくては意味がない。現地(カイロ市内)でGB検証J
.国別特設研修による研修

「現地で理解を得られずに衝突した任国の先生方に8週間日本を視察してもらった。

そこで始めて日本の教育のよさを分かつてもらえ，その後は衝突も減って連携がスムー

スに。日本の授業の四百などを沢山もっていくことはプロジェクトに有効かもしれないJ

5 期間:1997.12 -2000.11 

実施機関:日本側・北海道教育大学(専門家)算数4，JrCA (国際協力事業団)

エジプト側・軒CERD(国立教育研究開発センター)カウンターパート 4名(算数)i午

後2時に終業するこの任問の 3年間で全学年の教師用の指導書を作成した。j
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6 プロジェクトの理念

.カリキュラムはエジプトのカリキュラムを尊重:そこから「問題解決的j授業を構成。

・アラピア語ではなく英語による GBの作成:

「任国で好評価を博した結果，アラビア語に翻訳する企画も出たが，検証が終わって

おらず完成度の面からも保留してもらった。慎重され必要であろう。」

.日本側専門家，エジプト側カ持タ逗トの共同研究:双方で領域を決めてGBを作成。

7.国別特設研修の内容

.日本の教育の概要と理数科教育における授業(講義，実習)

.学校訪問での授業観察等:

「学校の概要説明Jr施設及び教材の見学Jr教師との交流，検討Jr生徒との交流」

8 数学科ガイドブックとその活用に関する留意点

・「自然数と分数J.r図形」の二部構成
@ユニットの記述:r何を教えるのかJrなぜ教えるのかJrどのように教えるのか」
φシナリオの作成:r実際の授業の流れ，授業がどういうものかを考えていく」
「エジプトの先生方の授業は，相互に交流することはなしその質を議論しない。」

・ GBの活用に関する留意点

「教師が授業について理解することが先決である」

「指導内容は子ども中心であるべきだが，同時に数学の本質に根ざしている」

「エジプトには授業研究がなく先生同士が高まっていく場がない。教師が数学授業

の研究意欲をもつべきであろう」

9 今後のプロジェクト:プロ技への移行

φ期間:2003年 2006年3月

φ内容:モデル校(カイロ4校)を選定してGBによる授業の実践指導。
GBを活用した授業の検証と分析。 GBの改訂。

教師の自主研究会を組織。研究関係者を対象にしたセミナーの開催。

• EUが組織している機関PPMU(Program Planning and Monitoring Unit)の活動

・インスベクター(指導主事よりも上の方々)への研修

・エダーラでの研修

.校内研修の実施促進

.研修結呆のモニタリング
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「先生方が取り組まれる授業研究は，今までエジプトプロジェクトで見てきた内容に類す

ることであろう。大事なことは，一緒に仲良く仕事をすること。同等の立場で仕事をす

ること。算数教育ならば，算数教育の本質的なことを理解してもらった上で授業を作り

上げていくこと。グループでの学習に関しては，なぜ教室をそのように組織するのかを

分かつてもらった上で進めること。などである」

.コンピュータ環境での学習指導に関する補足

愛知教育大学の飯島先生の作成したGC (Geometric Constructer)による例

〈任意の四角形の各辺の各中点を結んだ四角形の性質について〉

「子どもに f各平行四辺形であることを証明せよjと進めるのではなく，子どもに「何か

気づいたことはないか」を問うことによって“自分でみつけてそれを自分で証明する"

ことができる。これはコンピュータの有効活用する1つの形ではないか。英語版のGC

は無償で配布されているので，このソフトを持っていって利用していく方法もあると思

って最後にご紹介したj

添付資料: 講演用 PowerPoint 

解説「役立つ日本の授業研究I

講師磯田正美(筑波大学教育開発国際協力研究センター)

「今，大久保先生のご講義は現職の方に向けてのものです。これからそうでない方もご理

解頂けるように少しだけ，話をさせて頂きます。」

.ケニアにおける f長さ」の授業VTR(馬場先生の資料による)と

タイにおける授業VTR(マイトリー先生の資料による)

「授業風景から分かるように，ケニアでもタイでも，世界で多い授業のタイプは講義調で

す。講義張の授業をどういう風に工夫して「自ら学び自ら考える子どもを育てるのかJ
というのが世界中の数学教育の課題となっている。大久保先生がお作りになったような

指導書を通じて，教室に工夫して持ち込んでいき，そういった授業を実現できないか，

という狙いがある。j

.授業研究の一部としての「研究授業J:授業公開→討論→談話

筑波大学附属小学校の公開授業風景

「授業研究というのは，研究授業がメインイベントである。このような授業公開の風景は，

ある人には当たり前にみえるだろう。このように授業を公開する習慣，仕組みがあるの

は日本だけである。その目的は社会一般からみてクオリテイコントロール，即ち質をい

かに向上，維持していくことといえる。」
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.授業研究に関する理論的説明:三つのカリキュラムの区別

「意図されたカリキユラム(Intendedcurriculum)J :学習指導要領，教科書

「実施されたカリキユラム(Implementedcurricu!um)J :教師，授業

「達成されたカリキュラム(Attainedcurrlcu!um)J :子ども，達成度評価

「途上国にいって分かることは fカリキュラムは素晴らしいjが実施・達成きれていない。

即ち，クオリテイコントロールされていない。その方法を考えることこそが授業研究と

いえる。非常に単純だが.P!an-Do-Seeというサイクルが理解しやすいであろう。J

-質疑応答(総合)

Q rエジプトのプロジェクトについてお聞きしたい。このプロジェクトの結果，子ども
たちがどのように変わったのかを教えて頂きたいJ(ジンパプエ派遣予定，小学校教員)
A r講演でも述べたが，今までの3年間は GBを作るのに精一杯であった。今のご指構は
次の年度. 9月から子どもたちに現れる成果を把握したい。」

Q r先ほど日本の授業円買を持っていくと理解が得られやすいというご指摘があったと
思いますが，日本の授業を見て頂いたときにどのような反応があったのかを教えて頂

きたい。(フィリピン派遣予定)J

A r問題解決型の授業，子どもが議論しながら色々な考え方を出しながら授業を進める
ことは初めてなので，当初はどのようなものか分かつてもらえなかった。阿賀の視聴を通し

て，議論の様子や黒板に書かれた子ども遠の意見をどのようにまとめるのか，などを納得

して頂いた。」
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IV)アンケート結果概要

全3回の事前研修を通して，ねらいは達成されたのか，また今後の課題は何かについて，

受講者 181名の隊員のアンケート調査を手掛かりに，要点のみを述べる。別添では，講

習別の集計結呆を示す。以下， Aveでは値 3が平均であり.3より少ない値が肯定的反応，

3より大きい値が否定的反応である。また研修所別に集計する際には 1回目の広尾研修

所は受講者の人数の少なさを鑑みて，他の2つの研修所と対等の集計は控えた。詳細につ
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また，特に本講座の効果に関する結果について，更に現職者と非現職者別で区分して以

下の図3のように集計してみる。

図1全体として司本講座は効果的だと思うか

i・1.思うロZロ3圃4圃 5.恩わない|

0% 20% 40% 60% S四 100% 

上述のように，現職者と非現職者を区分して講義を実施した駒ケ根研修所の方が，区分

せずに講義した二本松研修所よりも，受講者の{講座の効果に関する確信〉は強く， (駒

ケ根Ave.2.34，二本松 Ave.2.52)，特に非現職者にその傾向が強いこと古吋司える。

( 2 )講義内容について

間2(2-7)に関する小間集合への各講座での回答傾向を概略する。受講者は『各国の授

業ピデオの視聴は(事前研修として)効果的か:間2(2-7-1)jについて，肯定的な回答傾

向を示し (Ave.2.2，図4)，かつ，より充分な視聴時間の確保を希望している (Ave.3.19，

図5)。その反面，祝穂に基づく討議については時間も内容も充分ではなかったと回答する

受講者が多かった (Ave.3.33，図6，3.50，図7)。上記(1)と同様，やはり時聞が不足

したと考える受講者の傾向が認められる。

回4.授業ビデオの視聴は
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国E 視聴時聞は

1 ・1.充分 ロ2 ロ3 ・4 ・5.不充分 l

広尾昏骨ケ根

図乱視聴に基づ唱す韻

!・ 1.よいロ2 ロ3 ・4 ・5.よくない l

広尾昏司ケ根

図7.討議時聞は

!・ 1.充分ロ2 口3 ・4 ・5.不充分!

広尾駒ケ根

4的 60% 80弘

上図から，駒ケ根でも二本松でも共に，視聴に基づく討議とその時聞が不充分だったこ

とと同時に，特に二本松では時間確保への要請が強かったことが伺える。
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また『討議の背景にある課題意識を得られたか:問2(2-1-5)jという設問には，“得た"

と答える傾向が強< (Ave.1. 96，図8)，各講義内容が受講者の問題意識を喚起する役割を

果たしているといえる。

図且討議の背豊にある課題意識は

l・1.得たロ2ロ3・4・5.得られなかった I

(3 )特に日本の授業研究について

同様に，問 2(2イ)に関する各小問への回答傾向を概観すると，授業研究の意味，意義，

仕組み，仕方，その展開上の障害などについての理解が各々の講義で深まっているといえ

る。同時に，日本の授業研究が世界的に高く評価されていることを知らなかった受講者も

多く (Ave.3.48，図 9)，各講義を通して，自分たちが“当然"としている授業研究が，

他国でそう捉えられる訳ではないことを知る機会として効果的であったといえる。また教

職経験者は8割近くが「授業研究」の経験があること確認できたが，それを広めることへ

の意識が喚起されたと考えられる。

図9.日本の授業の世界的に高い評価を

.1.知っていたロ2口3・4・5知らなかった:

広尾駒ケ根

0% 20也 60覧 80% 100首

(4 )教材のアーカイブ化に関連して

まず受講者は「今後，協力隊員の相談を受けて情報提供・支援する機関・体制を利用し

たいか:間3{l-?-3)Jという設問に対して，圧倒的多数が「利用したい」と回答しており
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(Ave.1.49，図 10)，同時に「帰国後に任地における自らの経験を活かしたいか・広めたい

か:問4(2ーイー2・3)Jという設問に対しでも，圧倒的多数が「活かしたい・広めたい」と回

答している (Ave.1.41，図 11，Ave.1.90，図 12)。

図10.協力隊員の相談を受けて情報提供・宣援する機関・体制を
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これらは，他の協力隊員からの情報を求めると同時に，自らの経験を他者と共有したい

という，非常に積極的かっオープンな態度であり，デジタルアーカイブ化によって，各派

遣隊員の協力経験やノウハウを体系的に蓄積するための理解を得られる土壌ができている

ことを端的に示している。また「派遣前に現地で使えそうなものを今後集めるつもりか:

問3(1イ 2)Jという設問に対しでも，圧倒的多数が「集める」と回答しており (Ave.1.45， 

図 13)，これらの多くの協力隊員のニーズに応えるためにも，教材の早急なアーカイブ化と

その充実を目指す必要がある。

図11派遣前に現地で使えそう者ものを今後

1・1.集めるロ2ロ384町長時E
駒ケ根

二本松

広尾駒ケ根・二本松

m.事前講習の課題
事前講習における今後の課題として， <現職者と非現職者}あるいは{教職経験者と非経

験者〉の講習をより積極的に区別する必要性について述べる。

回収したアンケート結果，特に問3(1) ， (2)などを省みると，現職者と非現職者の回答

傾向が異なっていることが確認できる。例えば， r今回の講義の中でどの部分が一番役立ち
そうか:問3(2-2) jという設問に対して，現職者は[例を通して自分の考えを再確認でき

た」などを回答が多いのに対して，非現職者は同設聞に f(諸外国の)VTRを視聴できた

ことjなどを回答にする傾向にあった。またその他の自由記述には，現職者の『カウンタ

ーパートとの接し方など，もっとリアルな情報が欲しい』という所感が伝わっているもの

が多かった。したがって，講義内容の総論と各論のバランスを受講者に応じて変えてみる

ことが今後の課題となる。現職者には，むしろ〈自らの経験の活かし方}や{既有の教材

のまとめ方〉を指導し，非現職者にはより基本的なことを指導するなど，研修内容の積極

的な区別化を図る必要がある。即ち，今後，事前研修の対象と内容を区分化，多様化する

方向で検討することカ覗題となる。

なお，各講座で，現職者の若干名に，研修に対して批判的な見解が読み取れた。そこに

は，講座の射程が誰にあるのかという疑問があると問時に，現職派遣制度で派遣される本

人の期待も認められた。
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例えば，以下のような現職者の記述も見受けることができた。

「講義内容の大半は重要ではあろうが，ほとんど既習というか，一般論であったJ(広尾)
[結局，任地の生徒に考えさせる具体的な実践方法はよく分からなかったJ(広尾)
「日本と同様での指導方法では何も伝えられないということだけが分かつたJ(駒ヶ根)

「面白かったが，理数科教員やエジプト派遣隊員に受講を限定してはどうかJ(二本松)

「現状の問題点の指摘に何十分以上もかける必要があるのか。プロジェクトの成果を

もっと具体的に知りたかったJ(二本松)

このように，現職で派遣される際の配属先への不安，不満などを覚えており，国内にい

ても活躍ができる現職者が，海外においていかなる活躍の場を与えられるのか，そのため
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